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序

　青森市内において登録されている埋蔵文化財包蔵地は、平成11年3月

現在297箇所を数えており、これまで行われた数多くの発掘調査成果に

より、青森市の歴史が徐々に解明されつつあります。

　本書は、平成10年度県営高田地区農免農道整備事業計画に先立ち実施

された、当該計画地内に所在する葛野（2）遺跡の発掘調査成果をまと

めたものであります。

　本遺跡は、平成8年度にも発掘調査が実施された遺跡であり、当時の

調査により、平安時代の集落跡の一部を確認しております。

　今年度の調査により、葛野（2）遺跡の平安時代の集落範囲のさらな

る広がりを確認することができました。

　これらの調査成果が、本市の埋蔵文化財の保護・活用の一助になれば

幸いと存じますとともに、本書を刊行できましたことは、ひとえに関係

各機関・諸氏のご指導、地元町会並びに財産区委員の皆様のご協力の賜

ものによるものと、深く感謝の意を表する次第であります。

　平成11年 3月

青森市教育委員会

教�育�長　池　田　　敬



例　　　言

�1．本書は、平成10年度に実施した県営高田地区農免農道整備事業に係る葛野（2）遺跡の発掘調査告書

　である。

�2．発掘調査を実施した葛野（2）遺跡は、青森県遺跡台帳に遺跡番号01218番として登録されている周知

　の遺跡である。

�3．本遺跡の発掘調査は、平成8年度に第一次調査が当委員会により実施されており、本年度は第2年次

　にあたる。第一次調査成果については、「葛野（2）遺跡発掘調査報告書」（青森市教育委員会1997）とし

　て刊行しており、本書は2冊目にあたる。

�4．本書の執筆・編集は、青森市教育委員会が行い、執筆者名は依頼原稿は文頭に、その他は文末に記し

　ている。

�5．図版及び表番号は、原則的に「第○図」「第○表」としたが、依頼原稿については「図○」「表○」と

　した。

�6．本報告書の土層注記については、「新版標準土色帖」（小山正忠・竹原秀雄1993）に準拠した。

�7．遺構番号は、遺構の種別ごとに検出順に番号を付したが、精査の過程で遺構と認定できないものにつ

　いては欠番として、遺構番号の繰り上げは行っていない。

�8．挿図の縮尺は各図ごとに示し、各種遺構平面図の方位は磁北を示した。なお、写真図版の縮尺につい

　ては統一を図っていない。

�9．住居跡のカマドの主軸方位は、袖部が残存しているものは両袖、残存しないものは火床面の中央線と

　煙道部の中心線を基準線として磁北との差を表示した。

10．住居跡のピットの深さについては、床面からの計測値を記し、規模については、長軸×短軸×深さで

　記した。

11．土師器・坏の器高及び口径が明らか、または図上で復元可能なものについて、器高を口径で割った数

　値に100を乗じ器高指数として表中に記した。

12．試料の同定・分析等は、次の方々に依頼した。

　　・放射性炭素年代測定　　　　　　　　　　　　　　　　学習院大学教授　　木越　邦彦氏

　　・須恵器の胎土分析・産地同定

　　　及び土師器の胎土分析　　　　　　　　　　　　　　奈良教育大学教授　　三辻　利一氏

　　・石器の石質鑑定　　　　　　　　青森県総合学校教育センター指導主事　　工藤　一彌氏

13．引用・参考文献は巻末に収めた。

14．出土遺物及び記録図面・写真関係資料は、現在、青森市教育委員会で保管している。

15．発掘調査及び報告書の作成にあたって次の諸氏からご指導・ご教示を賜った。記して感謝の意を表す

　る。（敬称略・順不同）

　　中嶋友文・工藤清泰



凡　　　　　例

1．本報告書で使用する、略称・表現方法・スクリーントーンについては以下のとおりである。

�（1）図中で使用したアルファベット

　�P－土器　S－石器　LB－ロームブロック　B－Tm－苫小牧・白頭山火山灰

�（2）図中・表中で使用した略称

　�「第1号竪穴式住居跡」→「1住」

　�「第1号土坑」→「1土」

　　「第1号竪穴遺構」→「1竪」

　　「第1号ピット」→「1P」

　　「竪穴式住居跡内ピット1」→「Pit1」

（3）グリッドの呼称（例：E－40グリッド）

（4）各実測図中で使用したスクリーントーン



　（5）土器実測図での表現方法

2．遺物の分類

　�本遺跡から出土した遺物の種別は、土器（縄文式土器・弥生式土器・土師器・須恵器）・石器・羽口・

�鉄滓・木製品・土製品等である。

　�遺物出土量としては土器が最も多く、石器・羽口等の出土量は少ないことから、土器について分類を試

�みた。なお、弥生式土器の時期区分については須藤　隆�1996『東北地方の弥生土器』「日本土器事典」を

�参考にした。

縄文時代の土器

　Ⅰ群1類　縄文時代前期に属する土器

　Ⅰ群2類　縄文時代中期に属する土器

　Ⅰ群3類　縄文時代後期に属する土器

　Ⅰ群4類　縄文時代晩期に属する土器

弥生時代の土器

　Ⅱ群1類　弥生時代前期に属する土器

　Ⅱ群2類　弥生時代中期に属する土器

　Ⅱ群3類　弥生時代後期に属する土器

平安時代の土器

土師器

坏Ⅰ類　内面に黒色処理を施すもの

　Ⅰ1類　�底部から直線的に立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　Ⅰ2類　�底部付近から緩やかに外反しながら立ち上がるもの

　Ⅰ3類　�胴部下半から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　Ⅰ4類　�胴部上半から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの



坏Ⅱ類　内面に黒色処理を施さないもの

　Ⅱ1類　�底部から直線的に立ち上がるもの

　Ⅱ2類　�底部付近から緩やかに外反しながら立ち上がるもの

　Ⅱ3類　�胴部下半から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると堆察されるもの

　Ⅱ4類　�胴部上半から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

土師器甕

A群　ロクロ成形のもの

�Ⅰ類　調整がロクロナデのもの

�Ⅱ類　調整がヘラケズリのもの

B群　非ロクロ成形のもの

�Ⅰ　類　頸部にくびれを持ち口縁部幅が広く、長く外反するもの

�Ⅱ 1類　頸部にくびれを持ち口縁部幅が「く」の字状に外反するもの

�Ⅱ 2類　頸部にくびれを持ち「く」の字状に外反する口縁部がⅡ1類より短いもの

�Ⅲ　類　頸部にくびれを持ち口縁部が鋭く外反するもの

�Ⅳ　類　頸部にくびれを持たず口縁部が外反するもの

�Ⅴ　類　頸部にくびれを持たず口縁部が緩やかに外反するもの

�Ⅵ　類　頸部にくびれを持たず口縁部が内傾するもの
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第Ⅰ章　調査の概要

第1節　調査に至る経過

　東青農村整備事務所は、県営高田地区農免農道事業を計画し、それに伴い青森市教育委員会（以下、当

委員会）に対し道路建設予定地内について埋蔵文化財包蔵地の所在の有無の確認がなされた。これを受け

て当委員会で所在の有無を確認したところ、当該予定地内に周知の埋蔵文化財包蔵地である、葛野（2）遺

跡が所在していることが判明した。当委員会では埋蔵文化財保護の立場から、埋蔵文化財包蔵地の現状保

存のため、事業計画予定地の変更並びに見直しの要望と、もしそれが困難な場合は、記録保存のための事

前の発掘調査が必要である旨を回答した。

　その後、東青農村整備事務所と当委員会で、その取り扱いについて協議を行ったが、事業計画の変更は

困難であるとの結論に至り、事前の発掘調査による記録保存が図られることになった。

　東青農村整備事務所より、平成8年4月12日付け東青農整第23号「埋蔵文化財の発掘調査について（依

頼）」において当委員会に発掘調査の依頼があり、これを受けて当委員会で協議を重ねた結果、文化財保護

と開発事業の円滑な調整を図るため、平成8年5月9日付け青市教委社第178号において、東青農村整備事

務所に受諾の旨の回答を行い、発掘調査を実施した。平成8年度の発掘調査により竪穴式住居跡4軒、竪

穴遺構1基、土坑5基、道路状遺構3条を検出し、縄文式土器、土師器、須恵器、土製玉類、鉄製紡錘車な

どが出土した。また、平成8年度の発掘調査区域は、遺跡範囲内を横断する道路建設予定地の一部であり、

残りの部分は平成9年度以降に発掘調査を実施することとした。

　東青農村整備事務所より、平成10年 4月 20日付け東青農整（委）第1号「県営高田地区農免農道事業

「高県免第8号委託」の施行について（協議）」で、当委員会に発掘調査の協議の依頼があり、これを受け

て平成10年4月24日青市教委社第168号において、東青農村整備事務所に受諾の旨の回答を行い、発掘調

査を実施した。

第2節　調査要項

1．調査目的

　　�県営高田地区農免農道整備事業に先立ち、予定地内に所在する埋蔵文化財包蔵地の発掘調査を実施し、

　�遺跡の記録保存を図り、地域社会の文化財の活用に資する。

2．遺跡名及び所在地

　　�葛野（2）遺跡　　（くずのかっこにいせき）

　　　�青森市大字大別内字葛野134－ 2ほか

3．発掘調査期間　　平成10年 5月 11日～9月22日

4．調査面積　　　　6,220m2
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5．調査委託者　　　東青農村整備事務所

6．調査受諾者　　　青森市

7．調査担当機関　　青森市教育委員会生涯学習部社会教育課埋蔵文化財対策室

8．調査指導機関　　青森県教育庁文化課

9．調査体制

　　�調査指導員　村越　　潔　　青森大学考古学研究所長兼教授　　　（考古学）

　　�調　査　員　工藤　一彌　　青森県総合学校教育センター指導主事（地質学）

　　　　�〃　　　三浦　孝仁　　青森市立長島小学校教諭　　　　　　（考古学）

　　�調査協力員　白鳥　弘明　　南部四区連合町会長

　　�調査事務局　青森市教育委員会

　　　　　　　　　�教　�育�　長　　　　　池　田　　　敬

　　　　　　　　　�生涯学習部長　　　　　齋　藤　　　勝

　　　　　　　　　�社会教育課長　　　　　間　山　義　弘

　　　　　　　　　�埋蔵文化財対策室長　　　　　遠　藤　正　夫

　　　　　　　　　�室�長�補�佐　　　　　福　士　　　敦

　　　　　　　　　�埋蔵文化財係長　　　　　石　岡　義　文

　　　　　　　　　�主　　　　事　　　　　田　澤　淳　逸

　　　　　　　　　�　　�〃　　　　　　　�小　野　貴　之

　　　　　　　　　�　　�〃　　　　　　　�木　村　淳　一

　　　　　　　　　�　　�〃　　　　　　　�児　玉　大　成

　　　　　　　�　　　　�〃　　　　　　　�沼宮内　陽一郎（調査担当）

　　　　　　　�　　　　�〃　　　　　　　�設　楽　政　健

　　　　　　　　　�調査補助員　　　　　蝦　名　　　純

第3節　調査方法

　平成8年度調査時の調査区の設定にあたっては、工事用中心杭No.1とNo.2を結ぶ東西方向の直線と、こ

れに直交する南北方向の線をそれぞれ長軸方向と短軸方向の基準線とする4m×4mのグリッドを設定し、工

事用中心杭No.0を起点として西に1、2、3、の順に算用数字を、南へD、C、B、北へF、G、H、の順にアル

ファベットを付し、各グリッドの呼称はアルファベットと算用数字を組み合わせて示していた。

　今年度の調査においても調査の利便性を考慮し、平成8年度調査時のグリッドを延長し、グリッドの呼

称についても平成8年度調査時と同一の呼称を用いることとした（凡例）。

　長軸方向にあたる東西方向の基準線を復元したうえで、E－35グリッドを基準としグリッドを設定し
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ていった。なお、平成8年度報告時には、グリッド南北線の基準線は磁北より東偏14°としてあるが、正

確には西偏14°である。

　測量原点については、平成8年度に設置した原点（63.806m）を基準とすることとした。ここから原点移

動を行い、最大比高差約5m、延長約450mの調査区に対処するため、7カ所の測量原点を設置した。工事路

線内における調査対象範囲は、平均幅約20m程の、南東から北へ向い緩やかにカーブする細長い形状を呈

しており、調査方法は、対象範囲全体に試掘先行の調査を行い、全体の概要を把握した後、本調査に移行

することとした。

　遺物は、遺構内、遺構外出土遺物とも各層ごとに一括し、必要に応じて番号を付して取り上げた。

　遺構の精査は、原則として竪穴式住居跡は四分法で、土坑は二分法で実施した。精査の結果、遺構と判

断できないものについては、精査の対象から除外し、欠番とした。

　実測は、簡易遣り方測量と平板測量を併用して行い、縮尺は20分の1を原則としたが、必要に応じて10

分の1を採用した。

　写真撮影にあたっては、35mmのモノクローム、カラーリバーサルフィルムの各フィルムを併用し、作業

の進展に伴い、必要に応じて撮影を行った。

（沼宮内　陽一郎）

第4節　調査経過

　発掘調査は5月11日から開始した。発掘調査開始前の状況は、調査区内については調査開始前に樹木の

伐採が終了していたが、地表面には撤去しきれなかった枝等が多量に残っていたことから、重機と人力に

よる撤去を行った。

　5月下旬、遺構と思われる数箇所の褐色土の落ち込みについて試掘と並行しながら精査したところ、調査

区中程の平坦地から竪穴式住居跡1軒と土坑1基を確認した。その後も試掘面積の広がりとともに、土坑

と思われる数基の落ち込みを確認した。

　5月末、この時期になると、調査区中程から北西側にかけて複数の土坑の落ち込みが確認され、さらに北

側へ向い遺構の広がりが推測されたことから、調査区中程から北側にかけて、重機による試掘を進めたと

ころ竪穴式住居跡1軒と土坑2基を検出した。

　6月中旬、試掘の成果に基づき試掘先行の発掘調査から調査対象範囲全面を対象とした発掘調査に切り替

えることとした。それに伴い、遺構掘り込み面での確認が困難なこと、遺構外からの遺物出土量が少ない

ことなどから調査区中程から南東に人力と重機を併用した粗掘りを行い、調査区中程の平坦地から集中し

て遺構を確認した。

　6月下旬、遺構精査を開始した。

　7月14目、荒川市民センターにおいて、今年度当委員会が実施する発掘調査の合同発掘調査会議を開催

した。

　8月下旬、盆休みの後、調査区中程より北側の範囲について重機を併用した粗掘りを行ったところ、竪穴

式住居跡8軒と土坑14基を確認した。

　当初発掘調査期間を9月11日としており、残調査日数では対応が困難であると思われたため、発掘調査

期間を10日間延長し9月22日までとし、遺構精査を引き続き行った。
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　�9月18日、ラジコンヘリによる発掘調査区内の空中撮影を行い9月22目、現地での発掘調査を無事終

了した。

　今年度の検出遺構数は竪穴式住居跡15軒、竪穴遺構1基、土坑35基、ピット2基、遺物出土量はダン

ボール箱換算で23箱、平成8・10年度の検出遺構総数は、竪穴式住居跡19軒、竪穴遺構2基、土坑40基、

ピット2基、道路状遺構3条、遺物出土量はダンボール箱換算で28箱である。

（沼宮内　陽一郎）
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第Ⅱ章　遺跡の環境

第1節　遺跡の位置と周辺の遺跡

　青森市の南側には八甲田山から北へ傾斜する火山性台地が広がっており、葛野（2）遺跡は、その台地上

標高65m付近、青森市街地から南に約8km離れた比較的緩傾斜な斜面上に立地しており、この火山性台地

と平野部が接する低丘陵部分は、遺跡が多数確認されている地域である。本遺跡と主な時代が同じもので

半径2km以内に所在する周知の遺跡としては、東側から新町野遺跡、野木遺跡、野木沢田遺跡、野木山口

（1）遺跡、山吹（4）遺跡、川瀬（1）遺跡、朝日山（7）遺跡などが確認されている（第1表・第1図）。

　これらの遺跡のうち、新町野遺跡と野木遺跡については平成7年度青森県埋蔵文化財調査センターによ

り、青森中核工業団地整備事業に先立つ試掘調査が実施され、平成8、9、10年度には同センターが、また、

平成9年度からは青森市教育委員会が加わり合同で発掘調査が実施され、縄文時代と平安時代の集落跡の

一部を検出している。

　本遺跡は、平成5年度に当委員会が実施した市内遺跡詳細分布調査により確認された遺跡であり（青森

市教育委員会　1994）、その後平成8年度に当委員会が実施した発掘調査により平安時代の集落跡の一部を

検出している（青森市教育委員会　1997）。

　今年度の調査範囲は、遺跡が立地する丘陵地の尾根を東から西にかけて横断し、緩やかにカーブを描き

ながら丘陵地の縁辺部を北西方向に向かう形であった。

　調査区内の地形については、平成8年度調査区においては、北へ向かい緩やかに傾斜する比高差約1mの

平坦地であった。今年度の調査区内は、38ライン付近まで平坦地が続くが、40ラインから57ラインにか

けて、比高差約2mの緩やかな沢地形であった。63ライン付近から75ライン付近にかけては、比高差約1m

の平坦地となっており、75ライン付近以北は、比高差約3mの谷地形を2カ所含む起伏に富む地形であった。

（沼宮内　陽一郎）

第1表　周辺の遺跡

番号 遺　跡　名 所　在　地 種別 時　　　代 文　　　献

1 葛野（２）遺跡 大別内字葛野 散布地 縄文、平安 青森市教育委員会1997

2 新町野遺跡 新町野字菅谷 散布地 縄文（前・後）、平安 青森市教育委員会1997

3 野木遺跡 野木字山口・野尻 集落跡 縄文、平安 青森市教育委員会1997

合子沢字松森 青森県教育委員会1998

4 野木沢田遺跡 野木字沢田 散布地 平安

5 野木山口（１）遺跡 野木字山口 散布地 平安

6 山吹（４）遺跡 大別内字山吹 散布地 縄文、平安

7 川瀬（１）遺跡 高田字川瀬 散布地 平安

8 朝日山（７）遺跡 高田字朝日山 散布地 平安
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第1図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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第4図　遺構配置図（2）
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第2節　遺跡付近の地形と地質

青森県総合学校教育センター指導主事　工　藤　一　彌

　青森市は地形的・地質的にみて、北部の平野部、南部の八甲田山系、東部の奥羽山脈の延長部の三つに

大別される。水系図から平野部は合流した数本の河川だけが北流し、南部は八甲田火山群を中心とする放

射状の水系と、平野に向かって平担面を北～北東に流れる平行河川、東部は折紙山・堀子岳・楢木森山な

どを中心とする放射状の水系が読み取れる。

　青森平野は新生代第四紀（約170万年前～現在）に形成され、東西約10km、南北約5kmのほぼ直角三角

形をしている。北は陸奥湾に面し、南は八甲田火山群につらなる火山性の台地、東は東岳を中心とした古

い地層の分布する比較的急俊な山地、西は標高50～150mの比較的緩傾斜の開析が進んだ丘陵に囲まれて

いる。火山性の台地は北～北西に流れる入内川、荒川、合子沢川、横内川、駒込川などの河川によって細

分される。本遺跡はこの内、西が荒川、東は合子沢川の二つの河川に挟まれている火山性台地の北西端に

位置し、平野部に対し、北西側に緩く傾斜した台地が舌状に突き出した部分の尾根の部分に相当する。

　平野部は標高15m以下の平坦地からなり、西の高田付近に荒川の扇状地、東の矢田前付近に野内川の扇

状地があり、標高2～10mは各河川の三角州性の低地、標高2m以下の海岸低地は海岸線に平行な砂州とそ

の間の湿地からなっている。それぞれの境界は市街地化や耕地整理によって不鮮明になっている。平野部

と西部の丘陵地との境界には「入内断層」と呼ばれる南北方向の大きな断層が存在している。この断層は

第四紀洪積世初頭（約170万年前）から活動を始め、断層の東側が最大で800m以上も北に落ち込み、南方

の八甲田火山群などの後背地から運ばれた大量の砕屑物により非常に厚い地層が堆積し、海岸平野が形成

されていった。

　南～南東側の火山性台地は、八甲田カルデラ（現在の田代平）から噴出した八甲田火砕流堆積物、いわ

ゆる「田代平溶結凝灰岩」で構成されており、八甲田火山群から北方に続いており標高は40～500mであ

る。八甲田牧場（標高500m）、雲谷平（200m）、梨の木平（200m）、青森ゴルフ場（150m）、月見野霊園（100m）

など緩傾斜の平坦面が広く残っており、傾斜は荒川右岸の青森ゴルフ場付近で約2.5度、雲谷付近で約3

度、四ツ石付近で約2.2度、田茂木野付近で約2.7度、梨の木付近で約3.5度、平均で約3度である。この

台地を構成する溶結凝灰岩は侵食に弱いため、入内川、荒川、合子沢川、横内川、駒込川など、いずれの

河川の谷壁も25～ 40度と他の開析谷に比べて著しく急傾斜となっている。

　東部の山地は地質構造上、東北地方の脊梁山脈である奥羽山脈の延長部にあたり、新生代新第三紀（約

2500万年前～約170万年前）の火山岩、堆積岩などで構成されており、流水の浸食作用により起伏の大き

い地形となっている。

　西部の丘陵地は開析がすすみ、稜線の標高は50～ 150mで緩やかに北に傾斜している。砂・砂質シルト

層からなる洪積世の岡町層を基盤に砂・砂礫や八甲田火砕流堆積物などが重なり、最上位に火山灰層が堆

積している。丘陵地と平野の境界部に朝日山・細越・栄山など多数の遺跡が分布している。

　本地域の地層は大部分が新生代（約6500万年前～現在）の地層で構成されており、先第三系（約6500万

年以前の地層）は東部の東岳付近と夏泊半島の東岸に部分的に分布している。東岳付近のものは石灰岩、粘

板岩、チャートなどの堆積岩と花崗岩からなり時代未詳である。夏泊半島のものは石灰岩、チャートから

なり、石灰岩から発見されたコノドントという化石によって中生代三畳紀～ジュラ紀であるこ



-�13�-

とが分かった。東岳の先第三系の年代は、夏泊半島と比較的近距離にあることや他地域の花崗岩の年代か

ら中生代であろうと推定されている。

　新生代新第三紀の地層は下位から金ケ沢層・四ツ沢層・和田川層の順に重なっている。金ヶ沢層は主に、

変朽安山岩（風化・変質した安山岩）、凝灰岩、凝灰角レキ岩などからなり、全体的に変質が激しく暗緑色

～紫色をしている。これらの岩石は新第三紀の海底火山活動によるものであり、野内川上流一帯に分布し

ている。四ツ沢層は金ヶ沢層分布域の周辺や駒込川・荒川の谷底に分布する。安山岩、玄武岩、泥岩、凝

灰岩からなる。凝灰岩はグリーンタフと呼ばれ緑色を呈し、流紋岩質～安山岩質である。和田川層は泥岩、

凝灰岩からなり、凝灰岩は野内川下流に分布し淡緑色～淡黄色で、凝灰角礫岩や細粒凝灰岩が多い。

　新生代第四紀（約170万年前～現在）の地層は岡町層と十和田・八甲田火山噴出物に分けられる。岡町

層は青森市西部の岡町、新城付近に分布し、砂岩、礫岩、シルト岩などからなり、西部の丘陵地の基盤を

構成している。十和田・八甲田火山噴出物は八甲田火山溶岩、八甲田火砕流堆積物、降下火山灰等からな

り、溶岩は両輝石安山岩～玄武岩質安山岩で多くの種類に分類されている。

　八甲田火砕流堆積物は村岡・長谷（1990）によると、大きく二つに区分され、そのうち1期のものには

水底火砕流堆積物として産する場合があり、従来の鶴ヶ坂層がこれに相当するという。2期のものは従来の

田代平溶結凝灰岩に相当し、陸上火砕流堆積物が主体である。村岡・長谷（1990）はK－Ar法により八甲

田第1期火砕流堆積物を約65万年前、八甲田第2期火砕流堆積物を約40万年前の活動としている。八甲田

火砕流堆積物は「入内断層」によってできた低地を埋め、緩やかな勾配で北西側に傾斜し、横内～駒込付

近から平野に没し、平野部の試錐データによると断層の東側で1000m、市の中心部では500m、市東部の矢

田前付近では300mの深さまで達している。田代平付近には植物化石を多産する砂岩、凝灰岩、泥岩の薄互

層からなる湖水堆積物があり、これを田代平湖成層といい、火砕流噴出によって生じたカルデラ湖に堆積

したものと考えられる。

　本地域の火山灰層は沢田（1976）により3層に区分され、下位から三内火山灰・大谷火山灰・月見野火

山灰と呼ばれている。下位の三内火山灰は中部と最下部に浮石帯をもつ赤褐色粘土質降下火山灰で、中位

の大谷火山灰は赤褐色粘土質降下火山灰と茶褐色浮石質降下火山灰よりなり、分布範囲は狭い。上位の月

見野火山灰は最も広範囲に分布しており、黄褐色浮石質火山灰からなり、浮石流～火山灰流の部分も多い。

　遺跡の基盤の地層は遺跡内には分布しないが、周辺の調査から八甲田火砕流堆積物と考えられる。最上

位の黒色土中には部分的に十和田a火山灰、白頭山苫小牧火山灰が含まれている。黒色土の下位には広範

囲に黄褐色火山灰層が分布しており、月見野火山灰と考えられる。その下位に存在する赤褐色の粘土質火

山灰は大谷火山灰と考えられる。最下位の三内火山灰は遺跡では見つかっていない。火山灰層の下位の八

甲田火砕流堆積物は、塊状無層理で灰色を特徴とし、赤紫色を帯びる所も多く、径が1mm前後の石英や斜

長石を多量に含み、軽石や本質レンズは比較的少ないため、風化面では石英などの鉱物粒の多いことが特

徴である。八甲田火砕流堆積物の層厚は50～ 100mに見積もられており、荒川や駒込川の中流部などのよ

うに下位の第三系は比較的浅いところにあるものと堆定されるが、遺跡周辺では下湯ダム付近で確認でき

る。青森平野周辺では野内川上流一帯、駒込川中流、雲谷峠付近、荒川中上流には新第三紀中新世中期の

地層が分布するので、本遺跡の第四系の基盤にも同様の地層が分布しているものと推定できる。上位の火

山灰層は、地形の起伏によって厚さが異なり、凸部で薄く、凹部で厚くなってお



り、最上位の黒色土でも同様の傾向が認められる。

　なお、地形区分では1948年・1969年・撮影の航空写真を使用した。
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図1　地形分類図
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第3節　遺跡の層序

　今年度の調査区内における層序は、表土から地山としたローム層上面まで、黒褐色～暗褐色系の土壌が

約30～100cmの堆積でみられた。道路により撹乱された堆積状況を呈するところもあるが、調査区内のほ

ぼ全域でプライマリーな堆積がみられ、欠落する箇所もあるが7層に分層することができた。

　調査区内の基本層序については、グリッドライン35～60付近までは、概ね平成8年度調査時に確認され

た土層と同様な堆積状況であったが、グリッドライン60以降については、第Ⅱ層と第Ⅳ層が欠落した堆積

状況であり、また今年度確認した土層と平成8年度調査時の第Ⅳ層以下については若干の差がみられた。そ

のため、第Ⅰ層から第Ⅲ層までは、平成8年度調査時の土層と対応するが、第Ⅳ層以下の層序については

対応していない。

　今年度調査区内の基本層序は次のとおりである。

第Ⅰ層：主に黒褐色土を呈し草木根が多い。表土。

第Ⅱ層：主に黒褐色土を呈する。平安時代に相当する遺物を中心に出土している。

第Ⅲ層：主に黒褐色土を呈する。平安時代に相当する遺物を中心に出土している。本層中位には、黄褐色

　　　　を呈する粒子の細かい降下火山灰が堆積しており、視覚的並びに触覚的に白頭山火山灰と思われ

　　　　る。

第Ⅳ層：主に黒褐色を呈する。平成8年度調査時には確認されていない土層である。

第Ⅴ層：主に暗褐色を呈する。縄文時代に相当する遺物を中心に出土している。平成8年度の第Ⅳ層に相

　　　　当する。

第Ⅵ層：主に暗褐色を呈する。ローム塊を多く含み、漸移層として捉えられる。平成8年度の第Ⅴ層に相

　　　　当する。

第Ⅶ層：主に黄褐色を呈する。ローム層。平成8年度の第Ⅵ層に相当する。

（沼宮内　陽一郎）

第5図　基本層序
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第Ⅲ章　検出遺構と出土遺物

　本調査により、竪穴式住居跡15軒、竪穴遺構1基、土坑35基、ピット2基が検出し、段ボール23箱分

の土器・石器などの遺物が出土した。遺物の出土は、土師器が主体を占める。

　遺構の帰属時期については、出土遺物から竪穴式住居跡・竪穴遺構が概ね9世紀後半から10世紀前半と

思われる。土坑については、帰属時期の特定が可能なものと不明なものがある。可能なものについては、縄

文時代と平安時代と思われる。遺跡内を全面的に調査していないため、集落跡の全体像は明確に捉え難い

が、これらの遺構は大まかに住居群単位、土坑群単位のある程度のまとまりをもって検出している。以下、

遺構別に記述する。

第1節　検出遺構

1．竪穴式住居跡

第1号竪穴式住居跡（第6～10図）

［位　　　　置］　E・F‐36・37グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　第4号土坑（平成8年度）と重複する。新旧関係は不明である。

［平面形・規模］　ほぼ方形を呈する。規模は、壁の上端部で北壁辺454cm、東壁辺490cm、南壁辺472cm、西

壁辺464cm、下端部で北壁辺444cm、東壁辺486cm、南壁辺454cm、西壁辺444cmを計る。確

認面から床面までの深さは最深部で46cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　一巡する。規模は、上端部で幅6cm～36cm、下端部で幅5cm～34cm、深さ2cm～21cmを

計る。北壁から南壁にかけた壁溝内から断続的に、炭化した腰板が直立した状態で出土し

た。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から4基、壁溝から1基検出した。ピット1は146cm×97cm×29cm、ピット2は63cm

×50cm×11cm、ピット3は45cm×31cm×5cm、ピット4は73cm×54cm×9cm、ピット5

は38cm× 30cm× 8cmを計る。主柱穴は不明である。

［カ�　マ�　ド］　南壁の中央より東寄り（A）と西寄り（B）から2基検出した。袖部の残存状況から、カ

マドAがカマドBより新しいと思われる。カマドAは半地下式で住居跡外に105cm程のび

る。煙道底面は焚口付近から煙出し方向に緩やかに上昇する。袖部は粘土で作られており、

火床面は67cm× 53cmの楕円形を呈する。主軸方位はN－25°－Wである。煙道部上面と

覆土中から礫が出土した。

　カマドBは、煙道部と火床面のみが残存する。カマドBの煙道部は半地下式で住居跡外

に120cm程のびる。煙道部底面は煙出しに向かい平坦にのび、煙出しで落ち込みほぼ垂直

に立ち上がる。火床面は52cm× 46cmの不整円形を呈する。主軸方位はN－17°－Wであ

る。

［堆　�積�　土］　4層に分層した。全体的に炭化物粒・焼土粒・ローム粒を含む。第3層は廃棄された焼

土層であり、人為堆積の様相を呈する。
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［出�土�遺�物］　覆土、カマド、床面から土師器坏・甕が出土した。覆土から堝の破片が出土した。特に

覆土からの出土が多い。

［時　　　　期］　出土遺物から、9世紀末～10世紀中頃に帰属すると考えられる。

第6図　第1号竪穴式住居跡（1）
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第7図　第1号竪穴式住居跡（2）・カマドA・B
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第8図　第1号竪穴式住居跡出土遺物（1）
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第9図　第1号竪穴式住居跡出土遺物（2）
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第 2号竪穴式住居跡（第11～ 13図）

［位　　　　置］　R・S－65・66グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　ほぼ方形を呈する。規模は、壁の上端部で北壁辺490cm、東壁辺484cm、南壁辺498cm、西

壁辺486cm、下端部で北壁辺450cm、東壁辺462cm、南壁辺418cm、西壁辺452cmを計る。確

認面から床面までの深さは最深部で46cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�床　　�］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　南・西壁の一部を除きほぼ一巡する。規模は、上端部で幅6cm～ 24cm、下端部で幅2cm

～ 16cm、深さ3cm～ 15cmを計る。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から9基、壁溝から3基検出した。ピット1は77cm×69cm×31cm、ピット2は41cm

×30cm×31cm、ピット3は87cm×69cm×24cm、ピット4は38cm×14cm×13cm、ピット

5は45cm×18cm×12cm、ピット6は34cm×29cm×41cm、ピット7は33cm×29cm×5cm、

ピット8は59cm× 52cm× 8cm、ピット9は49cm× 48cm× 9cm、ピット10は41cm× 24cm

×35cm、ピット11は26cm×22cm×8cm、ピット12は43cm×26cm×52cmを計る。主柱穴

は配列と深さからピット2・6・10・12と思われる。

［カ　�マ�　ド］　南壁の中央より西寄りから1基検出した。煙道部と火床面のみが存在する。煙道部は半

地下式で住居跡外に110cm程のびる。煙道部底面は煙出しに向かい凹凸を伴いながら下り

垂直に立ち上がる。火床面は58cm× 48cmの不整円形を呈する。主軸方位はN－

第10図　第1号竪穴式住居跡出土遺物（3）

第2表　第1号竪穴式住居跡出土遺物観察表

口径 器高 底径

8-1 土師器 杯 覆　土 (12.8) － － ロクロナデ ヘラミガキ － 11% Ⅰ4 砂粒少量・内黒

8-2 土師器 杯 (12.8) － － ロクロナデ ヘラミガキ － 11% Ⅰ4 砂粒少量・内黒

8-3 土師器 杯 (13.2) － － ロクロナデ ロクロナデ － 11% Ⅱ3 砂礫少量

8-4 土師器 杯 (15.2) － － ロクロナデ ロクロナデ － 8% Ⅱ3 砂礫少量

8-5 土師器 杯 床面・覆土 (13.4) 5.4 (6.0) ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切 33% Ⅱ4 使用痕・器高指数40

8-6 土師器 杯 カマドＡ (14.2) 5.0 6.0 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 20% Ⅱ3 器高指数35

8-7 土師器 甕 (21.0) － － ナデ・ヘラナデ ナデ － 12% ＢⅣａ砂粒少量・小礫微量

8-8 土師器 甕 覆　土 (16.8) － － ナデ・ヘラケズリ ナデ・ヘラナデ － 16% ＢⅤｂ砂粒多量

8-9 土師器 甕 カマド (21.8) － － ナデ・ヘラケズリ ナデ・ヘラナデ － 20% ＢⅤａ砂粒多量

8-10 土師器 甕 カマドＡ (24.6) － － ナデ・ヘラナデ ヘラナデ － 25% ＢⅢａ小礫微量

9-1 土師器 甕 床　直 (14.2) － － ナデ・ヘラナデ ナデ・ヘラナデ － 33% ＢⅤｂ砂粒少量

9-2 土師器 壺 床　面 (15.4) － － ヘラナデ ヘラナデ － － 砂粒少量

9-3 土師器 甕 床　面 (21.8) － － ナデ・ヘラナデ ナデ － 25% ＢⅣａ小礫少量

9-4 土師器 甕 カマドＡ (23.0) － － ヘラケズリ・ヘラナデ ヘラナデ － 33% ＢⅡ2a 砂粒少量・砂底

9-5 土師器 甕 カマドＡ (24.6) － － ヘラケズリ ヘラナデ － 10% ＢⅡ2a 小礫少量

9-6 土師器 鉢 床　面 (22.8) － － ナデ・ヘラナデ ナデ・ヘラナデ － 12% 小礫少量

10-1 土師器 堝 覆　土 (34.6) － － ヘラナデ ヘラナデ － 11% 砂粒多量

遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整 内　面　調　整 底部調整番�号種　別 器種 層　位
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第11図　第2号竪穴式住居跡
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20°－Wである。

［堆　�積�　土］　2層に分層した。ローム粒・ローム塊を多量に含み人為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　床面とカマドから土師器坏・甕、覆土から第Ⅰ群、第Ⅱ群1類土器が少量出土した。第

13図1は、第7号竪穴式住居跡を壊す風倒木から出土のものと、第13図3は第5・6号竪穴

式住居跡のものと接合関係がある。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭～前半に帰属すると考えられる。

第12図　第2号竪穴式住居跡カマド・出土遺物（1）



口径 器高 底径

12-1 土師器 坏 Pit (12.8) － － ロクロナデ ロクロナデ － 11% Ⅱ3 砂粒微量

12-2 土師器 坏 床　直 － － 5.0 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 75% Ⅱ3 砂粒少量

12-3 土師器 坏 床面・覆土 (13.8) 5.3 (5.4) ロクロナデ 上半無調整・下半ヘラミガキ 回転糸切 8% Ⅰ3 内黒・器高指数38

13-1 土師器 甕 覆　土 (21.6) － － ヘラナデ ヘラナデ － － ＢⅡ1a 砂粒少量

13-2 土師器 坏 カマド (13.2) 5.8 5.0 摩滅 摩滅 回転糸切 83% Ⅱ4 器高指数44

13-3 土師器 甕 覆　土 (19.0) － － ヘラナデ ヘラナデ － 25% ＢⅥｂ砂粒多量

13-4 土師器 甕 Pit (16.8) － － ナデ・ヘラケズリナデ － 33% ＢⅡ2b 砂粒多量

番�号種　別 器種 層　位 遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整 内　面　調　整 底部調整
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第 3号竪穴式住居跡（第14～ 16図）

［位　　　　置］　BE－ 81・82グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　南西壁が削平されているが、ほぼ方形を呈する。規模は、壁の上端部で北西壁辺424cm、

北東壁辺411cm、南東壁辺493cm、下端部で北西壁辺411cm、北東壁辺365cm、南東壁辺

第13図　第2号竪穴式住居跡出土遺物（2）

第3表　第2号竪穴式住居跡出土遺物観察表

口径 器高 底径

13-5 弥　生 鉢 覆　土 － － － 胴部 ＬＲ縦走縄文 Ⅱ－1

13-6 縄　文 深鉢 覆　土 － － － 胴部 ＬＲ斜縄文　横位沈線 Ⅰ

備　　　考分　類
法　　量（cm）

部　　位 文　　　　様番�号 種　別 器種 層　位
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383cmを計る。確認面から床面までの深さは最深部で69cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　北西壁からのみ検出した。規模は、上端部で幅11cm～15cm、下端部で幅6cm～11cm、深

さ4cm～ 14cmを計る。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から8基確認した。ピット1は20cm×10cm×35cm、ピット2は22cm×21cm×9cm、

第14図　第3号竪穴式住居跡・カマド
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ピット3は24cm×19cm×27cm、ピット4は32cm×28cm×5cm、ピット5は138cm×106cm

×20cm、ピット6は28cm×21cm×7cm、ピット7は107cm×64cm×14cmを計る。主柱穴

は不明である。

［カ　�マ�　ド］　南東壁の中央より南寄りから1基検出した。煙道部は半地下式で住居跡外に25cm程の

びる。煙道部底面は煙出しに向かい上昇する。袖部は礫を芯材として、この上を粘土で覆

い構築されている。火床面は55cm× 40cmの楕円形を呈する。焚口から支脚とした礫が出

土した。主軸方位はN－37°－Wである。

［堆　�積�　土］　6層に分層した。炭化物粒・ローム粒を含む暗褐色土～褐色土を主体として堆積する。第

4層と第6層中にはB－Tmと思われる火山灰を粒状に含む。人為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　覆土とカマドから土師器（甕・坏）、須恵器壷の頸部、砥石が出土した。また、覆土か

ら第Ⅰ群4類、第Ⅱ群1・2類土器、石鏃、鉄滓が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物と堆積土中の火山灰から10世紀前半～中頃に帰属すると考えられる。

第15図　第3号竪穴式住居跡出土遺物（1）



-�28�-

第16図　第3号竪穴式住居跡出土遺物（2）



口径 器高 底径

15-1 土師器 坏 カマド (13.4) 5.0 6.4 ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切 80% Ⅱ3 器高指数37

15-2 土師器 坏 カマド (12.8) 4.7 5.4 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 50% Ⅱ4 器高指数37

15-3 土師器 甕 覆　土 － － (7.6) ヘラケズリ ヘラナデ 木葉痕 25% 小礫微量

15-4 土師器 甕 覆　土 15.8 － － ヘラナデ ヘラナデ － 50% ＢⅡ2b 砂粒少量

15-5 土師器 甕 覆　土 － － 12.0 ナデ ナデ ナデ － 砂粒少量

15-6 土師器 甕 覆　土 － － 7.0 ヘラケズリ ヘラナデ － － 砂粒多量・砂底

15-7 土師器 甕 覆　土 － － － ヘラナデ・ナデ ナデ － － ＢⅤ

15-8 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ・ヘラナデ ナデ － ＢⅣ

16-1 土師器 甕 覆　土 (16.6) － － ナデ・ヘラナデ ナデ・ヘラナデ 25% ＢⅡ2b 砂粒微量

16-2 土師器 甕 カマド 15.4 19.3 (8.2) 指ナデ・ヘラケズリ 指ナデ ヘラケズリ 50% ＢⅡ2b 小礫少量

16-3 土師器 甕 カマド (21.6) － － ナデ・ヘラケズリ ヘラナデ － 12% ＢⅠａ 砂粒少量

16-4 土師器 壷 カマド (13.0) － － ヘラナデ 不明 － 75% 砂粒少量

16-5 須恵器 甕 覆　土 (15.4) － － ロクロナデ ロクロナデ － 12% 砂粒微量

遺存率 分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整 内　面　調　整 底部調整番�号 種　別 器種 層　位

口径 器高 底径

16-6 縄　文 深鉢 覆　土 (12.8) － － 口縁部 ＬＲ斜縄文 Ⅰ－4

16-7 弥　生 鉢 覆　土 － － － 胴部 重菱形文　刺突 Ⅱ－2

16-8 弥　生 鉢 覆　土 (22.0) － － 口縁部 波状口縁�波状工字文�刺突�ＲＬ縦走縄文 Ⅱ－1

16-9 弥　生 鉢 覆　土 － － (7.0) 胴部～底部 平底　ＲＬ縦走縄文 Ⅱ－1

番�号種　別 器種 層　位 備　　　考分　類
法　　量（cm）

部　　位 文　　　　　　　様

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

16-10 覆　土 (36) 14 7 3.2 珪質頁岩 石　　鏃

16-11 覆　土 85 42 33 119.6 石英安山岩 砥　　石 スリ・擦痕

分　　類 備　　　　　　　考番　号 層　位
最　大　計　測　値

石　　質
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第4表　第3号竪穴式住居跡出土遺物観察表

第5号竪穴式住居跡（第17～ 20図）

［位　　　　置］　T・U－67・68グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　ほぼ方形を呈する。規模は、壁の上端部で北壁辺576cm、東壁辺554cm、南壁辺598cm、

西壁辺572cm、下端部で北壁辺516cm、東壁辺516cm、南壁辺578cm、西壁辺540cmを計る。

確認面から床面までの深さは最深部で46cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　ほぼ一巡する。規模は、上端部で幅8cm～38cm、下端部で幅5cm～24cm、深さ5cm～14cm

を計る。

［ピ�　ッ　�ト］　床面から12基、壁溝から2基検出した。ピット1は31cm×30cm×11cm、ピット2は45cm

× 40cm× 9cmピット3は42cm× 20cm× 21cm、ピット4は52cm× 32cm× 14cm、ピット5

は198cm×179cm×11cm、ピット6は28cm×20cm×20cm、ピット7は25cm×22cm×8cm、

ピット8は42cm×28cm×17cm、ピット9は39cm×36cm×7cm、ピット10は30cm×22cm

× 8cm、ピット11は 41cm× 26cm× 8cm、ピット12は 43cm× 43cm× 18cm、ピット13は

44cm× 24cm× 31cm、ピット14は 17cm× 14cm× 15cmを計る。主柱穴は配列と深さから

ピット3・8・13と思われる。

［カ　�マ�　ド］　南壁の中央より西寄りに1基構築されている。煙道部は半地下式で住居跡外に40cm程
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のびる。煙道部底面は煙出しに向かい上昇する。袖部は礫を芯材とし、その上を粘土で覆

い構築されている。火床面は62cm× 52cmの隅丸方形を呈する。焚口から支脚と思われる

坏が出土した。主軸方位はN－13°－Wである。

［堆　�積�　土］　3層に分層した。炭化物粒・ローム粒を含む褐色土を主体として堆積する。第1層と

第17図　第5号竪穴式住居跡（1）
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第18図　第5号竪穴式住居跡（2）・カマド
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第 2層間にはB－ Tmと思われる火山灰を含む。遺物の出土状況等から第2層は人為堆積、

第1層・第3層は自然堆積と思われる。

［出�土�遺�物］　覆土、床面、カマドから土師器（坏・甕）、覆土第2層中から須恵器甕が住居跡東側に

まとまって出土した。また、覆土第2層及び床面直上付近から円礫が出土した。10～32cm

×6～26cm×5～17cmを計る。その他覆土及び床面から第Ⅰ群4類、第Ⅱ群1類土器、砥

石が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物と堆積土中の火山灰から10世紀初頭～前半に帰属すると考えられる。

第19図　第5号竪穴式住居跡出土遺物（1）
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第20図　第5号竪穴式住居跡出土遺物（2）
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第 6号竪穴式住居跡（第21～ 22図）

［位　　　　置］　P・Q－63・64グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　ほぼ方形を呈する。規模は、壁の上端部で北壁辺470cm、東壁辺468cm、南壁辺457cm、

西壁辺474cm、下端部で北壁辺426cm、東壁辺422cm、南壁辺433cm、西壁辺442cmを計る。

確認面から床面までの深さは最深部で37cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、北壁と南壁はほぼ垂直に、東壁と西壁は外側に向か

い立ち上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　一巡する。規模は、上端部で幅10cm～ 32cm、下端部で幅6cm～ 22cm、深さ8cm～ 35cm

を計る。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から1基検出した。規模は、174cm× 124cm× 18cmを計る。

［カ　�マ�　ド］　南壁の中央より西寄りから1基検出した。煙道部は半地下式で住居跡外に170cm程のび

る。袖部は粘土で作られており、東側の住居跡内側の袖部は残存していないが、煙道部の

住居跡側は一部粘土で覆われている。火床面は62cm× 45cmの三角形を呈する。主軸方位

はN－15°－Wである。

［堆　�積�　土］　3層に分層した。ローム粒・ローム塊を多量に含む暗褐色土を主体として堆積する。

第5表　第5号竪穴式住居跡出土遺物観察表

口径 器高 底径

19-1 土師器 坏 覆　土 (13.2) － － 摩滅 無 － 20% Ⅰ3 砂粒少量・内黒

19-2 土師器 坏 覆　土 (13.2) － － ロクロナデ ロクロナデ － 11% Ⅱ4 砂粒微量

19-3 土師器 坏 床　直 (14.8) 5.4 5.6 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 67% Ⅱ3 器高指数36

19-4 土師器 甕 覆　土 － － (8.4) ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ 75% 砂粒少量

19-5 土師器 甕 床　直 (21.4) － － ヘラケズリ ヘラナデ － 20% ＢⅣａ小礫少量

19-6 土師器 甕 カマド － － (8.6) ヘラケズリ ヘラナデ － 50% 砂粒多量・砂底

19-7 土師器 甕 カマド － － 8.0 ヘラケズリ ナデ － － 小礫微量・砂底

19-8 土師器 甕 カマド － － 7.0 ヘラケズリ ヘラナデ － － 砂粒少量・砂底

19-9 土師器 甕 カマド (21.0) － － ヘラナデ・ヘラケズリ ナデ・ヘラナデ － 16% ＢⅡ2a 砂粒少量

19-10 須恵器 壷 床　直 (10.2) － － ロクロナデ ロクロナデ － 33% 砂粒微量

19-11 須恵器 鉢 Pit5 11.2 － － ロクロナデ ロクロナデ － 12% 小礫多量

20-1 須恵器 甕 床　直 － － － タタキ目 アテ具痕 － 25% 小礫微量

番�号種　別 器種 層　位 遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整 内　面　調　整 底部調整

口径 器高 底径

20-2 縄　文 深鉢 覆　土 － － － 胴部 ＬＲ縄文 Ⅰ－3

20-3 縄　文 深鉢 覆　土 － － － 胴部 無文地に沈線 Ⅰ－3

20-4 縄　文 深鉢 覆　土 － － － 胴部 無文地に沈線 Ⅰ－3

20-5 弥　生 鉢 覆　土 － － － 胴部 ＲＬ縦走縄文 Ⅱ－1 内面炭化物付着

番�号種　別 器種 層　位 備　　　考分　類
法　　量（cm）

部　　位 文　　　　　様

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

20-6 覆　土 155 115 64 1,500 石英安山岩 砥　石 スリ・擦痕

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値

石　　質

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

20-7 覆　土 50 33 21 (15.8) 鉄製品 刀装具？

分　　類 備　　　　　　　考番　号 層　位
最　大　計　測　値
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第21図　第6号竪穴式住居跡・カマド



口径 器高 底径

22-1 土師器 坏 覆　土 (12.6) 6.0 4.4 ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切 50% Ⅰ1 墨書?・内黒・器高指数48

22-2 土師器 坏 床　面 (14.6) 5.1 5.4 ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切・ヘラナデ 50% Ⅰ2 内黒・器高指数34

22-3 須恵器 壷 覆　土 10.8 － － ロクロナデ ロクロナデ － 10% 砂粒少量

遺存率 分�類 備　　　考
法　　量（cm）

外�面�調�整 内�面�調�整 底部調整番�号種　別 器種 層　位
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第 7号竪穴式住居跡（第23～ 24図）

［位　　　　置］　P・Q‐61・62グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　第30号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

［平面形・規模］　ほぼ方形を呈する。東壁の一部が風倒木により壊されている。規模は、壁の上端部で

北壁辺332cm、東壁は推定で360cm、南壁辺340cm、西壁辺298cm、下端部で北壁辺314cm、

東壁辺324cm、南壁辺302cm、西壁辺280cmを計る。確認面から床面までの深さは最深部で

66cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、やや外側に向かい立ち上がる。

［　　�床　　�］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　検出しなかった。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から5基検出した。ピット1は56cm×44cm×37cm、ピット2は36cm×31cm×7cm、

ピット3は25cm×23cm× 7cm、ピット4は22cm×21cm×8cmを計る。主柱穴は不明であ

る。

［カ　�マ�　ド］　南壁の中央より西寄りに1基構築されている。煙道部は半地下式で110cm程のびる。煙

道部底面は煙出しに向かい緩やかに上昇し煙出しでほぼ垂直に立ち上がる。煙道部上面と

煙出しは粘土で覆われている。焼土化した煙道部側面にさらに粘土が貼り付けられている。

袖部は粘土で作られている。火床面は73cm× 50cmの不整形を呈する。焚口から支脚と思

われる小型の甕が出土した。主軸方位はN－6°－Wである。

[出�土�遺�物]　覆土から土師器（坏・甕）、須恵器長頸壷が出土した。遺物出土量は少量である。

[時　　　　期]　出土遺物から10世紀初頭～前半に帰属すると考えられる。

第22図　第6号竪穴式住居跡出土遺物

第6表　第6号竪穴式住居跡出土遺物観察表
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第23図　第7号竪穴式住居跡・カマド
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［堆　�積�　土］　4層に分層した。ローム粒・ローム塊を多量に含む黒褐色土を主体として堆積する。人

為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　覆土とカマドから土師器（坏・甕）が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭～前半に帰属すると考えられる。

第24図　第7号竪穴式住居跡出土遺物

第7表　第7号竪穴式住居跡出土遺物観察表

口径 器高 底径

24-1 土師器 坏 カマド 14.4 － － ロクロナデ ロクロナデ － 16% Ⅱ4 砂礫少量

24-2 土師器 甕 覆土 11.0 － － ナデ・ヘラナデ ナデ・ヘラナデ － 20% ＢⅡ1c 砂粒微量

24-3 土師器 甕 カマド (10.8) 9.2 5.4 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 75% Ａ1 砂粒多量

24-4 土師器 甕 カマド 12.4 12.5 6.6 指ナデ・ヘラナデ 指ナデ － 83% ＢⅡ2c 砂粒多量・砂底

24-5 土師器 甕 カマド － － 7.0 ヘラケズリ ヘラケズリ ナデ － 小礫少量

24-6 土師器 甕 カマド (11.4) － － ナデ・ヘラケズリ ナデ・ヘラナデ － 25% ＢⅤｃ砂粒多量

遺存率 分�類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整番�号種　別 器種 層　位
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�第8号竪穴式住居跡（第25～ 26図）

［位　　　　置］　M・N－59・60グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　やや歪んだ方形を呈する。北東壁と南東壁の一部が撹乱により壊されている。規模は、

壁の上端部で北西壁辺456cm、北東壁溝上端で434cm、南東壁辺444cm、南西壁辺462cm、下

端部で北西壁辺416cm、北東壁辺406cm、南東壁辺406cm、北西壁辺424cmを計る。確認面

から床面までの深さは40cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�床　　�］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、床面は所々凹凸がみられる。カマド前面には3～5cm

程の掘り込みがある。

［壁　　　　溝］　一巡する。規模は、上端部で幅10cm～ 32cm、下端部で幅6cm～ 22cm、深さ5cm～ 22cm

を計る。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から3基検出した。ピット1は31cm×22cm×15cm、ピット2は106cm×89cm×35cm、

ピット3は39cm× 36cm× 20cmを計る。主柱穴は不明である。

［カ　�マ�　ド］　南東壁の中央より南西寄りから1基検出した。煙道部は地下式で住居跡外に130cm程の

びる。残存状態は悪く粘土が潰れた状態で検出した。粘土中から土師器甕と礫が出土した。

芯材・支脚として使われたと思われるが判断し得ない。火床面は62cm× 53cmの不整形を

呈する。主軸方位はN－28°－Wである。

［堆　�積　�土］　2層に分層した。ローム粒を含む黒褐色土を主体として堆積する。

［出�土�遺�物］　覆土とカマドから土師器（坏・甕）が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から9世紀後半～10世紀前半に帰属すると考えられる。

�第9号竪穴式住居跡（第27～ 29図）

［位　　　　置］　F・G－40・41グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　ほぼ方形を呈する。規模は、壁の上端部で北壁辺478cm、東壁辺498cm、南壁辺494cm、

西壁辺502cm、下端部で北壁辺464cm、東壁辺478cm、南壁辺484cm、西壁辺444cmを計る。

確認面から床面までの深さは最深部で38cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、北壁は外側に向かい立ち上がる。東・南・西壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。

［　　�床　　�］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、一部貼床が施される。ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　東壁と南壁の一部から検出した。規模は、上端部で幅14cm～18cm、下端部で幅10cm～

16cm、深さ4cm～ 10cmを計る。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から11基、壁溝から1基、貼り床下から5基、住居外から5基検出した。

　ピット1は19cm× 19cm× 154cm、ピット2は61cm× 46cm× 37cm、ピット3は39cm×

27cm× 24cm、ピット4は41cm× 36cm× 26cm、ピット5は28cm× 20cm× 56cm、ピット6

は23
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第25図　第8号竪穴式住居跡・カマド
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第26図　第8号竪穴式住居跡出土遺物



口径 器高 底径

26-1 土師器 坏 カマド 14.4 5.7 5.0 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 87% Ⅱ1 器高指数40

26-2 土師器 坏 カマド (14.0) 4.9 5.9 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 33% Ⅱ3 器高指数35

26-3 土師器 甕 カマド (13.0) － － ナデ ヘラナデ － 33% ＢⅡ1c 砂粒少量

26-4 土師器 甕 カマド (22.6) － － ナデ・ヘラナデ ナデ － 25% ＢⅡ1a 砂粒少量

26-5 土師器 甕 カマド (21.8) － － 指ナデ・ヘラナデ 指ナデ － 20% ＢⅡ1a 砂粒多量

26-6 土師器 甕 カマド (22.0) － － ヘラナデ ヘラナデ － 50% ＢⅡ1a ヘラ記号

26-7 土師器 甕 カマド (23.0) － － ナデ ナデ － 11% ＢⅡ1a 砂粒多量

26-8 土師器 甕 カマド (22.0) － － ナデ・ヘラナデ ナデ － 11% ＢⅡ1a 小礫少量

番�号種　別 器種 層　位 遺存率 分�類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整
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cm×12cm×15cm、ピット7は79cm×61cm×27cm、ピット8は72cm×57cm×30cm、ピッ

ト9は25cm×17cm×22cm、ピット10は31cm×21cm×23cm、ピット11は59cm×48cm×

20cm、ピット12は25cm×24cm×22cm、ピット13は48cm×44cm×27cm、ピット14は24cm

×17cm×36cm、ピット15は141cm×94cm×17cm、ピット16は69cm×50cm×26cm、ピッ

ト17は81cm× 69cm× 32cm、ピット18は92cm× 78cm× 36cm、ピット19は31cm× 14cm

×38cm、ピット20は29cm×25cm×25cm、ピット21は73cm×48cm×19cm、ピット22は

53cm×52cm×9cmを計る。ピット7・8・11・13・14・17・18・19・20・21・22が床面から、

ピット9・10・12・15・16が貼り床下からの検出である。主柱穴は配列と深さから7・13・

16・21、あるいは6・9・14・17・19・20と思われる。

［カ　�マ�　ド］　南壁の中央より西寄りから1基検出した。煙道部は半地下式で住居跡外に40cm程のび

る。煙道部底面は凹凸を伴いながら上昇する。袖部は粘土で作られおり芯材は使われてい

ない。火床面は49cm× 45cmの円形を呈する。主軸方位はN－10°－Wである。

［堆　�積�　土］　8層に分層した。第5層にはB－Tmと思われる火山灰を含む。

［出�土�遺�物］　覆土、床面、カマドから土師器（坏・甕）が出土した。須恵器は覆土中から坏の底部が

出土した。遺物は覆土第5層より下層からの出土が多い。また、覆土中から鉄滓、羽口が

多量に出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から9世紀後半～10世紀前半に帰属すると考えられる。

第8表　第8号竪穴式住居跡出土遺物観察表



-�43�-

第26図　第9号竪穴式住居跡（1）
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第28図　第9号竪穴式住居跡（2）・カマド・出土遺物（1）



口径 器高 底径

28-1 土師器 坏 床　面 (13.6) － － ロクロナデ ヘラミガキ － 16% Ⅰ4 内面褐灰色

28-2 土師器 坏 覆　土 (12.2) － － ロクロナデ ヘラミガキ － 14% Ⅰ4 内黒

28-3 土師器 坏 覆　土 (12.8) 4.8 (5.0) ロクロナデ ヘラミガキ 静止糸切・ヘラケズリ 11% Ⅰ4 内黒・器高指数38

28-4 土師器 坏 13.3 5.2 5.8 ロクロナデ ヘラミガキ 静止糸切 75% Ⅰ4 内黒・器高指数39

28-5 土師器 坏 Pit22 13.2 4.5 6.0 ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切 60% Ⅱ4 器高指数34

29-1 土師器 坏 Pit11 (12.6) 4.4 5.0 ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切 20% Ⅱ4 器高指数35

29-2 土師器 坏 床　直 － － (6.0) ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切 50% Ⅱ 砂粒微量

29-3 土師器 甕 床　面 (13.0) － － ナデ・ヘラケズリ ナデ － 33% ＢⅡ1c 小礫微量

29-4 土師器 坏 カマド (14.8) (5.4) (6.6) ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切 14% Ⅱ3 器高指数36

29-5 須恵器 坏 覆　土 － － 5.4 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切火ダスキ

29-6 須恵器 坏 床　面 － － (6.0) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 50% ヘラ記号

29-7 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ・ヘラナデ ナデ ＢⅥ

番�号 種　別 器種 層　位 遺存率 分�類 備　　　考
法　　量（cm）

外�面�調�整 内�面�調�整 底部調整

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

29-8 覆土下 25 15 5 8.0 珪質頁岩 石　　鏃

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値

石　　質

第29図　第9号竪穴式住居跡出土遺物（2）
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第9表　第9号竪穴式住居跡出土遺物観察表
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第 11号竪穴式住居跡（第30～ 31図）

［位　　　　置］　AI・AJ－79・80グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

基本層序第Ⅲ層上面から掘り込まれる。

［重　　　　複］　西側が調査区外に続くため不明である。

第30図　第11号竪穴式住居跡・カマド



口径 器高 底径

31-1 土師器 坏 覆　土 (13.2) － － ロクロナデ ヘラミガキ － 16% Ⅰ4 内黒

31-2 土師器 鉢 覆　土 (18.0) － － ナデ・ヘラナデ ナデ － 14% 小礫少量

31-3 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － － Ｂ

31-4 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － － Ｂ

番�号種　別 器種 層　位 遺存率 分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外�面�調�整 内�面�調�整 底部調整
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［平面形・規模]　西側が調査区外に続くため全体は把握できないが、ほぼ方形を呈するものと思われる。

規模は、壁の上端部で北西壁辺378cm、北東壁辺490cm、南東壁辺356cm、下端部で北西壁

辺354cm、北東壁辺472cm、南東壁辺334cmを計る。確認面から床面までの深さは最深部で

55cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、上端が外側に向かいながら立ち上がる。

［　　�床　　�］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、南西側が下がる床面を呈している。

［壁　　　　溝］　北壁～東壁～南壁にかけて一巡する。規模は、上端部で幅7cm～ 20cm、下端部で幅4cm

～ 16cm、深さ2cm～ 14cmを計る。

［ピ�　ッ�　ト］　床面から4基、壁溝から2基、貼り床下から1基検出した。ピット1は44cm× 28cm×

25cm、ピット2は74cm× 38cm× 8cm、ピット3は149cm× 107cm× 9cm、ピット4は52cm

×39cm×28cm、ピット5は82cm×11cm×24cm、ピット6は44cm×38cm×41cm、ピット

7は28cm× 12cm× 16cm、を計る。主柱穴は配列と深さからピット1・6と思われる。

［カ　�マ　�ド］　南壁の中央より東寄りから1基検出した。煙道部と火床面のみが残存する。煙道部は半

地下式で住居跡外に18cm程のびる。火床面は70cm×65cmの不整円形を呈する。火床面か

ら土師器甕と礫が出土した。主軸方位はN－30°－Wである。

［堆　�積　�土］　2層に分層した。炭化物粒・ローム粒を含む。

［出�土�遺�物］　覆土から土師器甕、羽口が出土した。出土量は少量である。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭～前半に帰属すると考えられる。

第31図　第11号竪穴式住居跡出土遺物

第10表　第11号竪穴式住居跡出土遺物観察表
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第 12号竪穴式住居跡（32図）

［位　　　　置］　AO・AR‐81グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　平面図、本住居跡を他の住居跡と比較したときの規模の差、床面のレベル差などから最

低2軒以上の住居跡あるいは土坑との重複も考えられるが不明である。

［平面形・規模］　西側が調査区外に続くため不明である。規模は、西側セクション面で上端部950cm、

第32図　第12号竪穴式住居跡・出土遺物



下端部890cmを計る。掘り込み面から床面までの深さは最深部で64cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、北壁はほぼ垂直に、南壁は上端が外側に向かい立ち

上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　検出しなかった。

［ピ　�ッ　�ト］　床面から9基検出した。ピット1は72cm×52cm×6cm、ピット2は26cm×13cm×18cm、

ピット3は22cm×19cm×28cm、ピット4は42cm×18cm×48cm、ピット5は31cm×30cm

×53cm、ピット6は38cm×7cm×28cm、ピット7は31cm×27cm×16cm、ピット8は32cm

× 27cm× 47cm、ピット9は27cm× 20cm× 45cm、を計る。主柱穴は不明である。

［カ�　マ�　ド］　検出しなかった。

［堆　�積　�土］　12層に分層した。炭化物粒・焼土粒を含む暗褐色土を主体として堆積する。第6層以下

はピットの覆土である。

［出�土�遺�物］　覆土から土師器（坏・甕）、須恵器坏の破片が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭～中頃に帰属すると考えられる。

第13号竪穴式住居跡（第33～ 36図）

［位　　　　置］　BA・BB－83・84グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　西側が調査区外に続くため全体の把握はできないが、ほぼ方形を呈するものと思われる。

規模は、壁の上端部で北西壁辺338cm、北東壁辺472cm、南東壁辺370cm、下端部で北西壁

辺322cm、北東壁辺420cm、南東壁辺360cmを計る。確認面から床面までの深さは最深部で

72cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、外側に向かい立ち上がる。

［　　�床　　�］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、凹凸のある床面を呈している。溶結凝灰岩層の風化

層が床面となっている。

［壁　　　　溝］　北西壁～北東壁～南東壁にかけて一巡する。カマド部分からは検出しなかった。規模は、

上端部で幅6cm～ 36cm、下端部で幅5cm～ 14cm、深さ3cm～ 13cmを計る。

［ピ　�ッ　�ト］　床面から8基、壁溝から3基検出した。ピット1は69cm×63cm×10cm、ピット2は48cm

×39cm×5cm、ピット3は87cm×84cm×20cm、ピット4は122cm×64cm×36cm、ピット

5は192cm× 85cm× 14cm、ピット6は42cm× 27cm× 17cm、ピット7は42cm× 17cm×

口径 器高 底径

32-1 土師器 坏 覆　土 － － － ロクロナデ ロクロナデ － Ⅱ

32-2 土師器 坏 覆　土 － － － ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切 Ⅰ 内黒

32-3 土師器 坏 覆　土 － － － ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切 Ⅱ

32-4 土師器 甕 － － － ナデ ナデ － ＢⅣ

32-5 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － Ｂ

32-6 土師器 甕 覆　土 － － － ヘラケズリ 回転糸切 ＡⅡ

番�号種　別 器種 層　位 遺存率 分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整
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第11表　第12号竪穴式住居跡出土遺物観察表
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29cm、ピット8は27cm× 25cm× 7cm、ピット9は21cm× 15cm× 21cm、ピット10は81cm

×62cm×15cm、ピット11は38cm×19cm×14cm、を計る。主柱穴は配列と深さからピッ

ト4・7と思われる。

第33図　第13号竪穴式住居跡・カマド
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［カ　�マ�　ド］　南東壁の中央より西寄りから1基検出した。煙道部と火床面のみ検出した。煙道部は半

地下式で住居跡外に17cm程のびる。火床面は64cm×54cmの楕円形を呈する。主軸方位は

N－30°－Wである。

［堆　�積�　土］　2層に分層した。第2層には溶結凝灰岩の風化層と思われるブロックを含む。

［出�土�遺�物］　覆土と床面とカマドから土師器（坏・甕）が多量に出土した。土師器堝を少量含む。須

恵器は覆土から甕の破片が出土した。その他の遺物は覆土中から敲磨器類、砥石が、ピッ

ト2から菰槌が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭～前半に帰属すると考えられる。

第34図　第13号竪穴式住居跡出土遺物（1）
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第35図　第13号竪穴式住居跡出土遺物（2）
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第36図　第13号竪穴式住居跡出土遺物（3）
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第 14号竪穴式住居跡（第37図）

［位　　　　置］　BA・BB－ 82グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　北東隅が歪んだ不整な長方形を呈する。規模は、壁の上端部で北壁辺416cm、東壁辺

272cm、南壁辺350cm、西壁辺316cm、下端部で北壁辺398cm、東壁辺240cm、南壁辺316cm、

西壁辺314cmを計る。確認面から床面までの深さは最深部で73cmを計る。

［　���壁���　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、外側に向かい立ち上がる。

［　　�床　　�］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　検出しなかった。

［ピ�　ッ�　ト］　検出しなかった。

［カ　�マ�　ド］　南壁の中央より東寄りから1基検出した。煙道部と火床面のみ検出した。煙道部は半地

下式で住居跡外に25cm程のびる。火床面は49cm× 41cmの楕円形を呈する。主軸方位はN

－2°－Eである。

［堆　�積�　土］　3層に分層した。第1層は現代によるものと思われる盛り土である。

［出�土�遺�物］　覆土とカマドから土師器（坏・甕）が少量出土した。須恵器は覆土中から坏が破片で出

土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭～前半に帰属すると考えられる。

第12表　第13号竪穴式住居跡出土遺物観察表

口径 器高 底径

34-1 土師器 坏 覆　土 (12.8) 4.2 (5.4) ロクロナデ ヘラミガキ 不明 33% Ⅰ3 内黒・器高指数32

34-2 土師器 坏 覆　土 (13.2) 4.6 (5.4) ロクロナデ ロクロナデ ヘラケズリ 25% Ⅱ2 器高指数35

34-3 土師器 坏 覆　土 (13.8) 5.4 (6.0) ロクロナデ ロクロナデ － 16% Ⅱ4 器高指数39

34-4 土師器 坏 覆　土 － － 4.8 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 33% Ⅱ4 砂粒少量

34-5 土師器 坏 (14.6) － － ロクロナデ ロクロナデ － 14% Ⅱ4 砂粒微量

34-6 土師器 高台? 覆　土 － － (7.0) ロクロナデ ロクロナデ － 25% 砂粒少量

34-7 土師器 坏 Pit�1 (13.8) 5.1 6.0 ロクロナデ 　－ 回転糸切･ヘラケズリ 50% Ⅰ1 内黒・器高指数37

34-8 土師器 坏 Pit�1 13.0 － － 摩滅 摩滅 － 10% Ⅱ4 砂粒少量

34-9 土師器 甕 覆　土 － － 10.0 ヘラナデ ヘラナデ － － 砂粒多量・砂底

35-1 土師器 甕 覆　土 － － 7.4 ヘラケズリ ヘラナデ － － ＢⅡ2a 砂粒多量・砂底

35-2 土師器 甕 (20.2) － ナデ ナデ － 14% ＢⅡ2a 小礫少量

35-3 土師器 甕 覆　土 － － (8.0) ヘラケズリ ヘラナデ － － 砂粒少量・砂底

35-4 土師器 甕 カマド (22.0) － － ヘラナデ・ヘラケズリ ナデ － 33% ＢⅡ2a 小礫少量

35-5 土師器 堝 － － 6.8 ヘラナデ ヘラナデ － 50% 砂粒少量・砂底

35-6 土師器 堝 覆　土 (33.0) － ヘラナデ ヘラナデ － 9% 砂粒少量

35-7 土師器 坏 覆　土 － － － ロクロナデ ロクロナデ － － Ⅱ

35-8 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － － Ｂ

35-9 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ土器 (3.9) 4.3 (3.0) ナデ ナデ ヘラケズリ 25% 砂粒微量

36-1 須恵器 坏 覆　土 (14.4) － － ロクロナデ ロクロナデ － 9% 火ダスキ

36-2 須恵器 壷 覆　土 － － － ロクロナデ・ヘラナデ ロクロナデ － － 砂粒微量

36-3 須恵器 甕 Pit�2 － － － タタキ目 　－ － －

36-4 須恵器 甕 Pit�3 － － － タタキ目 　－ － －

36-5 須恵器 甕 覆　土 － － － タタキ目 　－ － －

番�号種　別 器種 層　位 遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

36-6 覆　土 114 63 37 344.2 石英安山岩 敲麿器類 スリ・擦痕・タタキ

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値

石　　質

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

36-7 Pit2 129 39 30 32.5 敲麿器類 炭化

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値
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第37図　第14号竪穴式住居跡・カマド・出土遺物



口径 器高 底径

37-1 土師器 坏 覆　土 (13.6) － － ロクロナデ ロクロナデ － 14% Ⅱ4 砂粒少量

37-2 土師器 坏 カマド － － 6.0 ロクロナデ ヘラミガキ 静止糸切 － Ⅱ 砂粒微量

37-3 土師器 坏 カマド (13.8) 5.7 (6.4) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 20% Ⅱ3 器高指数41

37-4 須恵器 坏 覆　土 (12.8) － － ロクロナデ ロクロナデ 16% 砂粒微量

37-5 土師器 甕 カマド (28.0) － － ヘラナデ ヘラナデ － 25% ＢⅣａ砂粒多量

遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整番�号種　別 器種 層　位
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第 15号竪穴式住居跡（第38～ 40図）

［位　　　　置］　BJ・BK－85・86グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　南東壁が一部張り出すが、ほぼ方形を呈する。規模は、壁の上端部で北西壁辺415cm、北

東壁辺469cm、南東壁辺425cm、南西壁辺446cm、下端部で北西壁辺395cm、北東壁辺408cm、

南東壁辺373cm、南西壁辺426cmを計る。確認面から床面までの深さは最深部で84cmを計

る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、外側に向かいながら立ち上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　検出しなかった。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から8基検出した。ピット1は61cm×51cm×18cm、ピット2は48cm×38cm×10cm、

ピット3は19cm×15cm×11cm、ピット4は64cm×50cm×33cm、ピット5は49cm×40cm

×14cm、ピット6は37cm×27cm×13cm、ピット7は37cm×32cm×10cm、ピット8は31cm

× 20cm× 21cmを計る。主柱穴は不明である。

［カ　�マ�　ド］　検出しなかった。

［堆　�積�　土］　3層に分層した。第1層にはB－Tmと思われる火山灰を粒状に含む。第3層は混土炭化

物層である。人為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　覆土から土師器（坏・甕）が多量に出土した。須恵器は覆土上面から壷・甕が出土した。

その他の遺物は、覆土から第Ⅰ群3・4類、第Ⅱ群1・2類土器、鋤先の一部、砥石が出土し

た。

［時　　　　期］　出土遺物と堆積土中の火山灰から10世紀前半～中頃に帰属すると考えられる。

第13表　第14号竪穴式住居跡出土遺物観察表
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第38図　第15号竪穴式住居跡
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第39図　第15号竪穴式住居跡出土遺物（1）



口径 器高 底径

39-1 土師器 甕 覆　土 (13.4) － － ヘラケズリ ヘラナデ － 75% ＢⅡ2c 小礫少量

39-2 土師器 甕 覆　土 － － 6.8 ヘラケズリ ヘラナデ － 75% 砂粒多量・砂底

39-3 土師器 甕 覆　土 20.1 34.9 8.1 ヘラケズリ ヘラナデ － 67% ＢⅡ2a 小礫少量・砂底

39-4 須恵器 鉢 覆　土 (11.6) － － ロクロナデ ロクロナデ － － 砂粒微量

39-5 須恵器 甕 覆　土 (19.6) － － ナデ・タタキ ナデ － 12% 砂粒少量

39-6 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － － Ｂ

39-7 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － － ＢⅣ

39-8 土師器 甕 覆　土 － － － ヘラナデ ナデ － － ＢⅣ

39-9 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － － ＢⅣ

39-10 土師器 甕 覆　土 － － － ヘラナデ ナデ － － ＢⅤ

番�号 種　別 器種 層　位 遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整

口径 器高 底径

40-1 縄　文 深鉢 覆　土 (19.2) － － 口縁部 3条の横位沈線　外面に縦・斜位条痕文 Ⅰ－4

40-2 縄　文 台付鉢 覆　土 － － － 台部 無文 Ⅰ－3 外・内面に朱

40-3 弥　生 台付鉢 覆　土 (20.8) － － 口縁部 平縁　変形工字文　内面沈線 Ⅱ－1

40-4 弥　生 鉢 覆　土 (12.8) － － 口縁部 山形口縁�横位沈線�口唇部刻目�刺突�内面沈線 Ⅱ－1

40-5 弥　生 鉢 覆　土 (6.4) － － 口縁部 横位沈線 Ⅱ－1

40-6 弥　生 鉢 覆　土 (7.8) － 口縁部 山形口縁　頂部に抉り　ＲＬ縄文 Ⅱ－1

40-7 弥　生 鉢 覆　土 (9.0) － － 口縁部 波状口縁�横位沈線�ＬＲ縦走縄文�内面沈線 Ⅱ－1

40-8 弥　生 深鉢 覆　土 (22.6) － － 口縁部 波状口縁　ＲＬＲ縦走縄文 Ⅱ－1

40-9 弥　生 深鉢 覆　土 － － － 胴部 ＬＲ縄文 Ⅱ－1 内面炭化物付着

40-10 弥　生 鉢 覆　土 － － － 胴部 ＲＬ斜縄文　波状沈線 Ⅱ－2

番�号種　別 器種 層　位 備　　　考分　類
法　　量（cm）

部　　位 文　　　　様
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第40図　第15号竪穴式住居跡出土遺物（2）

第14表　第15号竪穴式住居跡出土遺物観察表
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第 16号竪穴式住居跡（第41～ 42図）

［位　　　　置］　BI－ 84グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　南西壁は検出しなかったが、方形を呈すると思われる。規模は、壁の上端部で北西壁辺

　　　　　　　　256cm、北東壁辺304cm、南東壁辺280cm、下端部で北西壁辺222cm、北東壁辺292cm、南

　　　　　　　　東壁辺262cmを計る。確認面から床面までの深さは最深部で46cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　検出しなかった。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から1基検出した。18cm× 16cm× 19cmを計る。

［カ　�マ�　ド］　南東壁の中央より東寄りから1基検出した。煙道部は半地下式で住居跡外に115cm程の

びる。袖部は芯材の礫のみが出土した。火床面は32cm× 28cmの楕円形を呈する。主軸方

位はN－58°－Wである。

［堆　�積�　土］　1層である。ローム粒を多量に含む。

［出�土�遺�物］　覆土とカマド煙道部から土師器甕が出土した。遺物出土量は少量である。

［時　　　　期］　出土遺物から9世紀末～10世紀前半に帰属すると考えられる。

第41図　第16号竪穴式住居跡・カマド



口径 器高 底径

42-1 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ・ヘラナデナデ － － ＢⅣ

42-2 土師器 甕 － － － ナデ ナデ － － ＢⅤ

番�号 種　別 器種 層　位 遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

42-3 覆　土 10 64 37 260.3 安山岩 礫 鉄溶着

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値

石　　質

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

42-4 覆　土 (96) (82) (39) 187.9 羽　口 表面鉄溶着

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値

第17号竪穴式住居跡（第43～ 44図）

［位　　　　置］　AR81・82－AS82グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　西側が調査区外にのびるため不明である。

［平面形・規模］　ほぼ方形を呈すると思われる。規模は、壁の上端部で北壁辺132cm、東壁辺606cm、南

壁辺150cm、下端部で北壁辺124cm、東壁辺590cm、南壁辺132cmを計る。確認面から床面

までの深さは最深部で85cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　検出しなかった。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から12基検出した。ピット1は短軸31cm深さ21cm、ピット2は短軸29cm深さ8cm、

ピット3は33cm× 26cm× 10cm、ピット4は48cm× 36cm× 5cm、ピット5は36cm× 32cm

×8cm、ピット6は64cm×38cm×25cm、ピット7は28cm×22cm×26cm、ピット8は42cm

× 34cm× 29cm、ピット9は34cm× 34cm× 31cm、ピット10は32cm× 28cm× 15cm、ピッ

ト11は31cm× 26cm× 35cm、ピット12は26cm× 22cm× 21cm、ピット13は27cm× 24cm

× 18cmを計る。主柱穴はピット1・6・7・8・9・11・12・13と思われる。

［カ　�マ�　ド］　検出しなかった。

［堆　�積�　土］　8層に分層した。全体的に炭化物粒・ローム粒を含む。

［出�土�遺�物］　覆土から土師器（坏・甕）、砥石が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀前半に帰属すると考えられる。
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第42図　第16号竪穴式住居跡出土遺物

第15表　第16号竪穴式住居跡出土遺物観察表



口径 器高 底径

43-1 土師器 坏 覆　土 13.4 5.6 5.8 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 100% Ⅱ4 器高指数42

43-2 土師器 坏 床　直 － － 6.0 ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切・ヘラケズリ Ⅰ3 内黒

43-3 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － Ｂ

43-4 土師器 坏 床　直 (15.4) 4.8 6.2 ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切 25% Ⅰ4 内黒・器高指数31

43-5 土師器 甕 床　直 (17.2) 15.6 8.4 指ナデ・ヘラケズリ 指ナデ ヘラナデ 67% ＢⅡ2b スス付着

番�号 種　別 器種 層　位 遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整
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第43図　第17号竪穴式住居跡・出土遺物（1）

第16表　第17号竪穴式住居跡出土遺物観察表
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平成8年度検出第4号竪穴式住居跡（第45図）

　本住居跡は、平成8年度の調査時に北壁と西壁の一部を検出していた。前回の調査時では遺構東側が調

査区域外の現道に続いていたため精査が不可能であったたため、平成10年度に精査を行うこととしたもの

である。

［位　　　　置］　E・F－4・5グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　第1号竪穴遺構と重複し、本住居跡が古い。

［平面形・規模］　ほぼ方形を呈する。規模は、壁の上端部で北壁辺288cm、東壁辺307cm、南壁辺280cm、

西壁辺326cm、下端部で北壁辺282cm、東壁辺284cm、南壁辺268cm西壁辺300cmを計る。確

認面から床面までの深さは49cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、下端はほぼ垂直に、上端が外側に向かいながら立ち

上がる。

［　　�床�　　］　基本層序第Ⅶ層を床面としてており、ほぼ平坦な床面を呈している。

［壁　　　　溝］　検出しなかった。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から2基検出した。ピット1は33cm×26cm×10cm、ピット2は41cm×32cm×8cm

を計る。主柱穴は不明である。

［カ　�マ�　ド］　南壁の中央より西寄りから1基検出した。煙道部は地下式で住居跡外に90cm程のびる。

煙道底面は平坦である。袖部は粘土で作られており、火床面は42cm× 31cmの不整形を呈

する。主軸方位はN－14°－Wである。

［堆　�積�　土］　2層に分層した。全体的にローム塊・粘土魂を多量に含む黄褐色土を主体として堆積し

ており、人為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　カマドから、土師器甕・羽口が少量出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から9世紀後半～10世紀前半に帰属すると考えられる。

（沼宮内　陽一郎）

第44図　第17号竪穴式住居跡出土遺物（2）

第17表　第17号竪穴式住居跡出土遺物観察表（2）

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

44-1 覆　土 124 110 100 2,000 石英安山岩 砥　石 スリ・擦痕・タタキ

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値

石　　質



口径 器高 底径

45-1 土師器 甕 カマド (20.2) － － ヘラナデ ヘラナデ － 14% ＢⅡ2 小礫微量

遺存率 分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整内　面　調　整 底部調整番�号種　別 器種 層　位

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

45-2 カマド (154) (106) 73 (1,000) 羽　　口 表面鉄溶着・黒色変化

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値
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第45図　平成8年度第4号竪穴式住居跡・カマド・出土遺物

第18表　平成8年度第4号竪穴式住居跡出土遺物観察表
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2．竪穴遺構

第1号竪穴式住居跡（第46～ 47図）

［位　　　　置］　O・P－59・60グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　東側が生活道路下部に続くため全体は把握できないが、ほぼ方形を呈するものと思われ

る。規模は、壁の上端部で北壁辺198cm、南壁辺148cm、西壁辺212cm、下端部で北壁辺182cm、

南壁辺142cm、西壁辺200cm、を計る。掘り込み面から床面までの深さは最深部で46cmを

計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、やや外側に向かいながら立ち上がる。

［底　　　　面］　基本層序第Ⅶ層を床面としており、北東側が下がる床面を呈している。

［ピ　�ッ�　ト］　床面から1基確認した。計測値は54cm× 43cm× 12cmである。

［堆　�積�　土］　4層に分層した。黒褐色土を主体として堆積する。

［出�土�遺�物］　覆土から土師器甕が多量に出土した。出土遺物は接合関係はあるが、個体となるものは

無く廃棄された様相を呈する。また第Ⅰ群2・4類・第Ⅱ群1類土器が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭～前半に帰属すると思われる。

（沼宮内陽一郎）

第46図　第1号竪穴遺構・出土遺物（1）



口径 器高 底径

46-1 土師器 坏 撹　乱 (12.1) 5.1 5.2 ロクロナデ ヘラミガキ 回転糸切 33% Ⅱ4 器高指数42

46-2 土師器 坏 覆　土 (13.2) － － ロクロナデ ロクロナデ － 8% Ⅱ4 砂粒微量

46-3 土師器 甕 覆　土 14.0 － － ヘラケズリ・火はじけ ナデ － 75% ＢⅡ2b 小礫少量

47-1 土師器 甕 覆　土 (19.0) － － ヘラナデ ナデ － 20% ＢⅡ2a 小礫少量

47-2 土師器 甕 覆　土 (22.8) － － ナデ・ヘラケズリ ナデ － 14% ＢⅣa 小礫微量・ヘラ記号

47-3 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ土器 覆　土 (4.8) 4.7 (3.0) ナデ ナデ ヘラナデ 33% 小礫微量

47-4 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ・ヘラナデ ナデ － － ＢⅡ2

47-5 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － － ＢⅡ2

47-6 土師器 甕 覆　土 － － － ナデ ナデ － － ＢⅡ2

47-7 須恵器 壷 覆　土 (16.6) － － ロクロナデ ロクロナデ・ヘラナデ － 12% ヘラ記号

番�号 種　別 器種 層　位 遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整 内　面　調　整 底部調整

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

47-8 盛　土 116 37 14 97.9 輝緑凝灰岩 磨製石斧

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値

石　　質

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

47-9 覆　土 14 13 12 2.3 土　　玉

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値
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第47図　第1号竪穴遺構出土遺物（2）

第19表　第1号竪穴遺構出土遺物観察表
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3．土　　坑

第1号土坑（第48図）

［位　　　　置］　AH－ 75グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は径124cmの不整な円形、底面では94cm× 80cmの楕円形を呈し、確認面からの

深さは34cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ゆるやかに外反して立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　5層に分層した。全体にローム粒を含む褐色土～暗褐色土を主体として堆積する。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第2号土坑（第48図）

［位　　　　置］　X－68・69グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は100cm×80cm、底面では92cm×82cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは30cm

を計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。北側の一部が袋状となるが、全体にゆ

るやかに立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　3層に分層した。ローム粒を多量に含む暗褐色土を主体として堆積する。

［出�土�遺�物］　Ⅰ群土器が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から縄文時代と考えられる。

第3号土坑（第48図）

［位　　　　置］　X－68グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　第27号土坑と重複する。第27号土坑が新しい。

［平面形・規模］　開口部は92cm×80cm、底面では84cm×66cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは15cm

を計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　4層に分層した。ローム粒・ローム塊を多量に含む暗褐色土を主体として堆積する。人

為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　Ⅱ群3類土器（第54図 2）と土師器が出土した。

［時　　　　期］　不明である。

第4号土坑（第48図）

［位　　　　置］　X・Y－68グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層でにぶい黄褐色土の落ち込みを確認
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した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は110cm× 92cm、底面では96cm× 80cmの長方形を呈し、確認面からの深さは

20cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　3層に分層した。にぶい黄褐色土を主体として堆積する。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第5号土坑（第48図）

［位　　　　置］　Y－71グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層でにぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　土坑南側が攪乱により壊されている。残存部は開口部で132cm、底面で170cm、確認面

からの深さは66cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がるが、北側の一部

が袋状となる。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積　�土］　7層に分層した。第1・6・7層にローム粒・ローム塊を多量に含む。人為堆積の様相を

呈する。

［出�土�遺�物］　Ⅱ群3類土器（第54図 3・4）、土師器、鉄滓が出土した。

［時　　　　期］　不明である。

第6号土坑（第48図）

［位　　　　置］　Y－72グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で焼土を含むにぶい黄褐色土の落ち込みを

確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は径152cm、底面では径146cmの円形を呈し、確認面からの深さは50cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がるが、東側の一部

が袋状となる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　6層に分層した。第1層は焼土層で遺存状況から廃棄されたと考えられる。第2層中に

ローム塊を含む。人為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　Ⅰ群4類・Ⅱ群3類土器（第54図 5～ 10）が出土した。第54図 7～ 10は第5号土坑出

土の第54図 3と同一個体である。

［時　　　　期］　不明である。
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第 7号土坑（第49図）

［位　　　　置］　Z－69グリッドで検出した。炭化物を含む黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は164cm× 120cm、底面では148cm× 106cmの長方形を呈し、確認面からの深さ

は28cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻で一部焼土化した部分が認められる。ほぼ垂直

に立ち上がる。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、堅緻である。平坦で一部焼土化した部分が認められ

る。

［堆　�積�　土］　2層に分層した。第2層は混土炭化物層である。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　混土炭化物層及び壁面・底面の状況から平安時代の焼成遺構と考えられる。

第10号土坑（第49図）

［位　　　　置］　X－68グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　土坑北側が攪乱により壊されている。残存部から、開口部は124cm× 86cm、底面では

118cm× 76cmの楕円形を呈していたと思われる。確認面からの深さは12cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　1層である。ローム粒を多量に含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第11号土坑（第49図）

［位　　　　置］　X－69グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は166cm× 86cm、底面では142cm× 46cmの不整な楕円形を呈し、確認面からの

深さは32cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。やや外反して立ち上がる。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆�　積　�土］　2層に分層した。自然堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　Ⅰ群3類土器が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から縄文時代後期に帰属すると考えられる。

第13号土坑（第49図）

［位　　　　置］　W－68グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。
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［平面形・規模］　開口部は径110cm、底面では径88cmの円形を呈し、確認面からの深さは26cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　1層である。ローム塊を多量に含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第14号土坑（第49図）

［位　　　　置］　Q－64グリッドで検出した。基本層序第Ⅵ層で炭化物を含む黒褐色土の落ち込みを確認

した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は128cm× 92cm、底面では128cm× 83cmの不整な長方形を呈し、確認面からの

深さは8cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅵ層を壁面としており、堅緻である。ゆるやかに外反して立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅵ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　1層である。炭化物と多量の炭化物粒を含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第15号土坑（第49図）

［位　　　　置］　J・K－56グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は径134cm、底面では径104cmの円形を呈し、確認面からの深さは48cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積　�土］　5層に分層した。第1層中に炭化物が認められる。人為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　土師器甕（第54図 23）が出土した。

［時　　　　期］　不明である。

第16号土坑（第50図）

［位　　　　置］　K－55・56グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は径169cm、底面では径174cmの円形を呈し、確認面からの深さは38cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。内傾して立ち上がり袋状の断面形を呈

する。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　4層に分層した。黒色土と黒褐色土を主体として堆積する。第2層中にローム粒を多量

に含む。
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［出�土�遺�物］　土師器甕（第54図 15）が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀前半か、それ以降に帰属すると考えられる。

第19号土坑（第50図）

［位　　　　置］　H－55グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　掘り過ぎのため全体の形状は不明であるが長方形を呈すると思われる。残存部は、開

口部で118cm× 40cm、底面では10cm× 36cm、掘り込み面からの深さは58cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅲ層で掘り込み面を確認した。基本層序第Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ層を壁面とする。

ほぼ垂直に立ち上がり、脆弱である。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　1層である。ローム粒を多量に含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　掘り込み面を基本層序第Ⅲ層上面で確認したことから、平安時代に帰属すると考えられ

る。

第20号土坑（第50図）

［位　　　　置］　G－44・45グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は88cm× 76cm、底面では80cm× 76cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは50

cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。東側の一部が袋状となるほかはほぼ垂

直に立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　4層に分層した。黒色土と黒褐色土を主体として堆積する。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第21号土坑（第50図）

［位　　　　置］　G－44グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層でにぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は74cm× 54cmの不整な楕円形、底面では64cm× 42cmの楕円形を呈し、確認面

からの深さは64cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。東側の一部が袋状となるほかはほぼ垂

直に立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面とし、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　3層に分層した。全体にローム粒を含む暗褐色土を主体として堆積する。
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［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第22号土坑（第50図）

［位　　　　置］　G－42グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層でにぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は54cm× 44cm、底面では56cm× 52cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは66

cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。袋状の断面形を呈する。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　1層である。ローム粒を少量含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第23号土坑（第50図）

［位　　　　置］　F－41グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は201cm× 44cmの溝状、底面では78cm×16cmの不整形と32cm×14cmの楕円形

を呈し、確認面からの深さは24cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ゆるやかに外反して立ち上がる。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、堅緻である。西に向かって傾斜し、南西壁寄りで一

段落ち込む。

［堆　�積　�土］　1層である。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第24号土坑（第51図）

［位　　　　置］　F－40グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は110cm× 70cmの楕円形、底面では径28cmの円形を呈し、確認面からの深さは

22cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ゆるやかに外反して立ち上がる。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　1層である。ローム粒を中量含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。
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第 26号土坑（第51図）

［位　　　　置］　Z－69グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層でにぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　土坑西側が攪乱により壊されている。残存部は、開口部で100cm× 128cm、底面では94

cm× 120cmを計り、不整な長方形を呈する思われる。確認面からの深さは12cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　1層のみである。ローム粒・ローム塊を多量に含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第27号土坑（第48図）

［位　　　　置］　X－68グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　第3号土坑・第1号ピットと重複する。第3号土坑よりも古く、第1号ピットよりも新し

い。

［平面形・規模］　開口部は82cm× 90cm、底面では72cm× 64cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは20

cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ゆるやかに立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　4層に分層した。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第28号土坑（第51図）

［位　　　　置］　S－64グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は120cm× 92cm、底面では110cm× 83cmの長方形を呈し、確認面からの深さは

28cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。垂直に立ち上がる。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積　�土］　2層に分層した。第2層に多量の炭化物粒を含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第29号土坑（第51図）

［位　　　　置］　AQ－ 79・80グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。
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［平面形・規模］　開口部は径188cm、底面では径200cmの円形を呈し、確認面からの深さは148cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。底面直上から内傾し、頸部がやや幅広

な袋状の断面形を呈する。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　13層に分層した。下層に壁崩落土と思われるローム塊を含む。

［出�土�遺�物］　覆土上層から土師器が、覆土下層からⅠ群3類土器（第54図 18）が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から縄文時代後期に帰属すると考えられる。

第30号土坑（第51図）

［位　　　　置］　P－62グリッドで検出した。第7号竪穴式住居跡精査時に西壁際で黒褐色土と暗褐色土

の掘り込みを確認した。

［重　　　　複］　第7号竪穴式住居跡と重複する。新旧関係は不明である。

［平面形・規模］　重複により平面形は不明である。残存部から、開口部は径130cmの不整円形、底面で

は36cm× 3cmの不整な楕円形を呈すると思われる。確認面からの深さは84cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がり、円筒形の断面

である。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積　�土］　5層に分層した。全体にローム粒・ローム塊を含む。人為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　土師器が出土した。

［時　　　　期］　不明である。

第32号土坑（第51図）

［位　　　　置］　AM－76グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層でにぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　調査区外に続くため全体形は不明であるが円形を呈すると思われる。検出部分から開口

部は径123cm、底面は径71cmの円形を呈すると思われる。掘り込み面からの深さは79cmを

計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、上部は脆弱である。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　4層に分層した。第1・2層に炭化物粒・ローム粒を多量に含む。人為堆積の様相を示す。

［出�土�遺�物］　覆土上層からⅠ群4類土器が出土した。

［時　　　　期］　不明である。

第33号土坑（第52図）

［位　　　　置］　AQ－ 76・77グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。
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［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は168cm× 126cmの不整楕円形、底面では182cm× 174cmの不整円形を呈し、確

認面からの深さは138cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。底面直上から内傾し、頸部がやや幅広

の袋状の断面形を呈する。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　10層に分層した。全体に炭化物粒・ローム粒・ローム塊を含む。人為堆積の様相を呈す

る。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　第29号土坑と規模・断面形が類似することから縄文時代に帰属すると考えられる。

第38号土坑（第52図）

［位　　　　置］　AK－ 75グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　調査区外に続くため全体形は不明であるが、検出部分から開口部は径148cm、底面は径

70cmの不整な円形を呈すると思われる。確認面からの深さは52cmを計る。

［　�　壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。南及び北壁は段をもって立ち上がる。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、堅緻である。

［堆　�積　�土］　4層に分層した。全体にローム粒を含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第39号土坑（第52図）

［位　　　　置］　AH－ 78グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　第2号ピットと重複する。新旧関係は不明である。

［平面形・規模］　開口部は180cm× 136cm、底面では170cm× 122cmの長方形を呈し、確認面からの深さ

は29cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。ほぼ垂直に立ち上がる。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、堅緻である。西に向かってゆるやかに傾斜する。

［堆　�積　�土］　3層に分層した。褐色土と暗褐色土を主体として堆積する。

［出�土�遺�物］　土師器鉢（第54図 20）が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭から前半に帰属すると考えられる。

第40号土坑（第52図）

［位　　　　置］　AK－78でグリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で炭化物を含む暗褐色土の落ち込みを確

認した。
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［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は110cm× 78cm、底面では104cm× 70cmの長方形を呈し、確認面からの深さは

5cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。垂直に立ち上がる。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、堅緻で平坦である。

［堆　�積�　土］　1層である。炭化物と焼土塊を少量含む。

［出�土�遺�物］　土師器坏（第54図 22）が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から10世紀初頭から前半に帰属すると考えられる。

第41号土坑（第52図）

［位　　　　置］　AR・AS－ 75グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は212cm× 180cm、底面では200cm× 156cmの不整な長方形を呈し、確認面から

の深さは27cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。垂直に立ち上がる。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、堅緻である。西に向かってやや傾斜する。

［堆　�積�　土］　3層に分層した。全体に炭化物粒とローム粒を含む。

［出�土�遺�物］　土師器甕が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から平安時代に帰属すると考えられる。

第44号土坑（第52図）

［位　　　　置］　AK－ 75グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は126cm× 100cm、底面では98cm× 70cmの不整な長方形を呈し、確認面からの

深さは40cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。やや外反して立ち上がる。

［　　�底　�　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　4層に分層した。第2・3層にローム塊を含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第45号土坑（第53図）

［位　　　　置］　AP－ 77グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は104cm× 94cmの不整な楕円形、底面では106cm× 92cmの楕円形を呈し、確認

面からの深さは75cmを計る。

［　　�壁　�　］基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。底面直上から内傾し頸部が幅広な袋
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状の断面形を呈する。

［　　�底�　　］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆�　積�　土］　9層に分層した。第1・6層に多量の炭化物粒を含む。人為堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　第29号土坑と規模・断面形が類似することから縄文時代に帰属すると考えられる。

第46号土坑（第53図）

［位　　　　置］　AP－ 80グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は攪乱により一部壊されている。底面は径120cmの円形を呈し、確認面からの深

さは75cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。底面直上から内傾し頚部がせばまる袋

状の断面形を呈する。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　7層に分層した。全体にローム粒を多量含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　第29号土坑と規模・断面形が類似することから縄文時代に帰属すると考えられる。

第47号土坑（第53図）

［位　　　　置］　AQ－81グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層でにぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は径142cm、底面では径180cmの円形を呈し、確認面からの深さは107cmを計る。

［　　�壁　�　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。底面直上から内傾し袋状の断面形を呈

する。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積�　土］　11層に分層した。褐色～暗褐色土を主体として堆積する。下層にローム粒・ローム積の

様相を呈する。

［出�土�遺�物］　Ⅰ群土器と土師器が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から縄文時代に帰属すると考えられる。

第48号土坑（第53図）

［位　　　　置］　AQ－ 80・81グリッドで検出した。基本層序第Ⅶ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　なし。

［平面形・規模］　開口部は径148cm、底面では径144cmの円形を呈し、確認面からの深さは50cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。南側の一部が袋状を呈するが、ほぼ垂

直に立ち上がる。
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［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、平坦で堅緻である。

［堆　�積　�土］　3層に分層した。自然堆積の様相を呈する。

［出�土�遺�物］　Ⅰ群土器と土師器が出土した。

［時　　　　期］　出土遺物から縄文時代に帰属すると考えられる。

4．ピット

第1号ピット（第53図）

［位　　　　置］　X－60で検出した。基本層序第Ⅶ層でにぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。

［重　　　　複］　第27号土坑と重複する。第27号土坑が新しい。

［平面形・規模］　開口部は54cm× 20cm、底面では40cm× 18cmの不整な楕円形を呈し、確認面からの深

さは24cmを計る。

［　　�壁　　�］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。垂直に立ち上がる。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、堅緻である。

［堆　�積�　土］　1層である。ローム粒を中量含む。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

第2号ピット（第53図）

［位　　　　置］　AH－ 78で検出した。第39号土坑を精査中に確認した。

［重　　　　複］　第39号土坑と重複する。新旧関係は不明である。

［平面形・規模］　開口部は径24cm、底面では径22cmの円形を呈し、確認面からの深さは12cmを計る。

［　　�壁�　　］　基本層序第Ⅶ層を壁面としており、堅緻である。垂直に立ち上がる。

［　　�底　　�］　基本層序第Ⅶ層を底面としており、堅緻である。

［堆　�積　�土］　完掘した状況で確認したため、堆積状況については不明である。

［出�土�遺�物］　出土しなかった。

［時　　　　期］　不明である。

（蝦名　純）



-�79�-

第48図　第1・2・3・4・5・6・27号土坑
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第49図　第7・10・11・13・14・15号土坑
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第50図　第16・19・20・21・22・23号土坑
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第51図　第24・26・28・29・30・32号土坑
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第52図　第33・38・39・40・41・44号土坑
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第53図　第45・46・47・48号土坑・第1・2号ピット
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第54図　土坑出土遺物（土器）



口径 器高 底径

54-1 2土 覆土 縄文 深鉢 － － － 胴部 ＲＬ斜縄文 Ⅰ

54-2 3土 覆土 弥生 鉢 － － － 胴部 微隆起線文　帯縄文　刺突 Ⅱ－3

54-3 5土 覆土 弥生 鉢 (10.8) － － 口縁部 横位単軸絡条体回転文 Ⅱ－3 7～10と同一個体

54-4 5土 覆土 弥生 鉢 － － － 胴部 横位・縦位単軸絡条体回転文 Ⅱ－3

54-5 6土 覆土 縄文 深鉢 (13.6) － － 口縁部 横位沈線　外面に条痕文 Ⅰ－4

54-6 6土 覆土 弥生 鉢 (12.0) － － 口縁部 変形工字文　ＬＲ縄文 Ⅱ－1

54-7 6土 覆土 弥生 鉢 － － － 口縁部 横位単軸絡条体回転文 Ⅱ－3 8～10と同一個体

54-8 6土 覆土 弥生 鉢 － － － 胴部 縦位単軸絡条体回転文 Ⅱ－3

54-9 6土 覆土 弥生 鉢 － － － 口縁部 横位単軸絡条体回転文 Ⅱ－3

54-10 6土 覆土 弥生 鉢 － － － 胴部 縦位単軸絡条体回転文 Ⅱ－3

54-11 11土 覆土 縄文 深鉢 － － － 胴部 格子状沈線文 Ⅰ－3

54-12 11土 覆土 縄文 鉢 胴部 磨消縄文　渦巻き文 Ⅰ－3

54-13 11土 覆土 縄文 深鉢 (13.4) － － 口縁部 波状口縁　磨消縄文 Ⅰ－3

54-16 29土 覆土 縄文 深鉢 (28.4) － － 口縁部 平縁　ＬＲ斜縄文 Ⅰ

54-17 29土 覆土 縄文 深鉢 (20.2) － － 口縁部 平縁　ＬＲ斜縄文 Ⅰ

54-18 29土 覆土 縄文 深鉢 － － － 胴部 ＲＬ斜縄文 Ⅰ－3

54-19 32土 覆土 縄文 壷 － － － 肩部 連繋入組文 Ⅰ－4

54-24 47土 覆土 縄文 深鉢 － － － 胴部 ＬＲ斜縄文 Ⅰ

54-25 47土 覆土 縄文 深鉢 － － － 胴部 ＬＲ斜縄文 Ⅰ

54-26 48土 覆土 縄文 深鉢 － － － 胴部 ＲＬ斜縄文 Ⅰ

器種 備　　　考分　類
法　　量（cm）

部　　位 文　　　　様番�号 出土地点 層位 種別

口径 器高 底径

54-14 15土 覆　土土師器 甕 (18.8) － － ナデ ナデ － 20% ＢⅡ2b 砂粒少量

54-15 16土 覆　土土師器 甕 － － － ヘラケズリ ヘラナデ 砂底 20% Ｂ 砂粒少量

54-20 39土 覆　土土師器 甕 － － － ナデ・ヘラナデ ナデ Ｂ

54-22 40土 覆　土土師器 坏 (15.4) － － ロクロナデ ロクロナデ 不明 20% Ⅱ4 砂粒微量

54-23 41土 覆　土土師器 甕 (28.0) － － ヘラナデ ヘラナデ 16% ＢⅤａ砂粒多量

54-21 41土 覆　土土師器 甕 － － － ナデ・ヘラナデ ナデ Ｂ

遺存率分　類 備　　　考
法　　量（cm）

外　面　調　整 内　面　調　整 底部調整器種番�号 出土地点 層位 種別

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

55-1 覆　土 23 23 11 5.5 土製品 穿孔

分　　類 備　　　　　　　考番�号 層　位
最　大　計　測　値

-�86�-

第55図　土坑出土遺物（土製品）

第20表　土坑出土遺物観察表
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第2節　出土遺物

　今年度の調査において出土した遺物総量はダンボール箱換算で23箱で、内訳は縄文式土器・弥生式土器・

土師器・須恵器・石器・羽口・鉄製品・鉄滓・木製品である。

　土器の出土量は、土師器が最も多く須恵器・縄文式土器・弥生式土器が少量出土している。以下、各種

別ごとに記述する。

1．縄文式土器（第56・57図　他）

　縄文式土器は主に試掘坑・遺構覆土中から少量出土した。出土地点と時期に大きな偏りは認められなかっ

たが、標高62m前後と標高65m前後の平坦地に中期末から後期初頭の時期に若干のまとまりは認められる。

時期により四つに分類した。破片資料が大半であるため、器形の類別は推定である。時期は前期末から晩

期末におよぶ。

　Ⅰ群1類　縄文時代前期に属する土器（第56図 1～ 3）

　深鉢形が主体と思われる。出土量は少ない。胎土に多量の繊維を含む特徴をもつ。口縁部に横位撚糸圧

痕が施されるもの（1）、胴部に結束羽状縄文が施されるもの（2・3）が認められる。これらの土器は前期

末の円筒下層d式期前後の時期に帰属する。

　Ⅰ群2類　縄文時代中期に属する土器（第56図 7～ 12）

　深鉢形が主体と思われる。遺構外からの出土が多く、初頭から末までの時期が認められる。初頭から中

葉にかけての土器は、円筒上層a式（4・5）、円筒上層b式（6）、円筒上層d式（7・8）にそれぞれ比定で

きる。

　9～12は深鉢形土器のやや外反する口縁部資料である。平面形が長方形となる刺突が施され、胴部には

RL斜縄文が施される。中期中葉に帰属すると思われる。12は唯一全体の器形を復元できた深鉢形土器でE

－39グリッドから出土した。胴部がややはりだし底部付近ですぼまる。やや外反する口縁で2～4cmの幅

で無文となり胴部にはLR・RL縄文が施される。中期末の大木10式に比定できると思われる。

　Ⅰ群3類　縄文時代後期の土器（第57図 1～ 13　他）

　破片の出土が主で全体の器形・文様構成を明確にできるものは少ない。深鉢形が主体かと思われ、その

ほかに壷・小型の鉢形が認められる。後期初頭の時期が主体となり、少量だが中葉の時期も認められる。粘

土紐を貼り付けて口縁部と胴部の文様を区画する深鉢（第57図2）や、口唇部が折り返しやつまみあげで

肥大し、充填縄文・磨消縄文と沈線によって文様を区画する小型鉢（1～6）などは十腰内Ⅰ式以前の牛ケ

沢（3）式・沖附（2）式期に帰属すると考えられる（青森県教育委員会　1986）。

　無文地に沈線で直線や曲線を描くもの（6～11）や網目状撚糸文が施される深鉢（12・13）は十腰内Ⅰ

式に比定できる。

　文様特徴に乏しいが、無文で内・外面に朱が塗られている台付鉢（第40図8）、RL斜縄文が施される深

鉢（第54図 18）などは後期中葉に帰属すると思われる。
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　Ⅰ群4類　縄文時代晩期の土器（第57図 14　他）

　ごく少量の出土で中葉から末にかけての時期のものが認められる。遺構覆土から、大洞C2～A式の壷形

土器肩部片（第54図 19）と大洞A～A′式の鉢形土器片（第40図 1）が、遺構外から晩期末の台付鉢の台

部（第57図 14）が出土した。

2．弥生式土器（第57図　他）

　弥生式土器は縄文時代の土器とほぼ同様な検出状況であった。標高65m前後の平坦地と標高59mから65m

の南向きの斜面上に位置する遺構からの出土が若干多い傾向は認められる。時期により三つに分類した。破

片資料が大半であるため器形の類別は推定である。

　Ⅱ群1類　弥生時代前期の土器（第57図 14～ 19　他）

　深鉢・鉢・甕・台付鉢が認められる。住居跡覆土からの出土が多くみられ、Ⅱ群土器では最も出土量が

多い。変形工字文・波状工字文・内面沈線・縦走縄文などを特徴とする。第15号住居跡出土の変形工字文

が施される台付浅鉢（第40図2）や波状工字文と刺突が施される鉢形土器（第16図8）、口頸部が無文とな

る甕形土器（第57図 15）などは砂沢～二枚橋式に比定できる。

　Ⅱ群2類　弥生時代中期の土器（第57図 20～ 23　他）

　数点の出土である。重菱形文が施されるもの（第16図 7）、地文が横走縄文で横位沈線が施されるもの

（第57図20・21）、沈線間に刺突が充填される甕形土器片（第57図22・23）が認められる。宇鉄Ⅱ式～田

舎館式期に帰属すると考えられる。

　Ⅱ群3類　弥生時代後期の土器（第57図 24～ 26　他）

　少量出土した。小破片で全体の文様構成が不明なものが多い。縄文地に横位・波状沈線が施されるもの

（第40図10）は念仏間式に、特異な単軸絡条体が回転施文されるもの（第48図3・7～10、第57図24・25）

は天王山式に比定できると考えられる。

　以上の土器以外に続縄文時代の土器片が2点認められた。第48図2と第57図26は帯縄文・微隆起線文・

三角形の刺突が施される。後北Cl式に比定できると考える。

（蝦名　純）

3．土師器

　本遺跡において最も多量に出土した遺物であり、遺構内からの出土量が最も多い。多くが破片での出土

であり、復元できたものは殆どが竪穴式住居跡内からの出土である。器種は、坏・甕・堝・壷・鉢・ミニ

チュア土器であり、図化した点数は坏48点、甕60点、堝3点、壷2点、鉢2点、ミニチュア土器2点であ

る。土師器については本遺跡の主体を占める遺物であることから、器種により分類した後、出土点数の多

い坏・甕についてさらに細分をおこなうこととする。

　器種により分類した後の坏・甕相互間での分類手法として、成形の違いによりA群：ロクロ成形・B群：

非ロクロ成形に分類した後、器形あるいは口縁部の形状等の器形・調整方法等により細分すること
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とした。但し、坏については出土したいずれのものもロクロ成形によるものであるため、A群・B群として

の分類はおこなわない。また、黒色処理を施すものと黒色処理を施さないものの2類型がみられるため、器

形による分類に移行する前に坏については、Ⅰ類：内面に黒色処理を施すものⅡ類：内面に黒色処理を施

さないものに分類する段階を設けた。

　甕については器高が明らかなものを概観すると、大型・中型・小型の3類型に分類が可能である。器高

が明らかではないものについても、前述の3類型に類すると推察でき得る資料が存在するが、同時に推察

の域を脱しない資料も存在する。このため、甕の分類にあたっては、明確に分類し得る器形を上位として

分類した後、下位段階での分類として、器高が明らかなものを参考として口径からa：大型、b：中型、c：

小型とした。

坏

　底部を有するものについてはすべて平底であり、底部切り離しは回転糸切のもの24点、静止糸切のもの

10点、このうち回転糸切後に底面に再調整を施すもの3点、静止糸切後に再調整を施すもの1点であり、こ

のうち底部直上にヘラケズリの再調整を施すものは1点である。これらはすべてⅠ類である。また、Ⅱ類

でも底部切り離し後にヘラケズリを施すものが1点ある。口縁部の器形により細分する。これらの中には

同類型に分類した坏であっても、比較的器高の高いものと低いものが見られる。

Ⅰ類：15点である。器高計測値が明らかなもの8点のうち7点が器高指数40以下の数値を示す。器高指数

が最も低いものは第43図2の31、最も高いものが第22図1の48である。底部が残存するものの中で回転

糸切のもの6点、静止糸切のもの2点である。口唇部の形状は外反するもの6点、直線的に立ち上がるもの

7点、先細りのもの6点、丸みを帯びるもの7点である。

Ⅰ1類：底部から直線的に立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　2点である。口唇部が丸みを帯び直線的に立ち上がるものと、先細りで直線的に立ち上がるものである。

第22図1は器高指数は48と最も高い数値を示す。底部切り離しは回転糸切によるもので、切り離し後にヘ

ラナデを施し、内面調整は横方向のヘラミガキを施す。外面に墨痕と思われる黒色を有する。第34図7は、

ヘラミガキを施さないロクロナデである。

Ⅰ2類：底部付近から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　第6号竪穴式住居跡出土の1点である。器高指数は34、口唇部は先細りでややつまみだすように外反し、

内面調整は底部から上半部にかけて縦方向、口縁部には横方向のヘラミガキを施す。底部切り離しは回転

糸切によるものである。

Ⅰ3類：胴部下半から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　3点である。器高計測値が明らかなもののうち器高指数はいずれも40以下である。口唇部が丸みを帯び

直線的に立ち上がるものと、先細りで直線的に立ち上がるものがある。内面調整は2点とも主に縦方向の

ヘラミガキを施すが、上半部に横方向のヘラミガキを施すものと無調整のものがある。
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Ⅰ 4類：胴部上半から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　8点である。口縁部が残存するもののうち口唇部が外反するもの、直線的に立ち上がるものがそれぞれ4

点ずつである。口唇部の形状は先細りのもの、丸みを帯びるもののそれぞれ2形態がある。直線的に立ち

上がるものと外反するもので、それぞれ先細りのもの2点、丸みを帯びるもの2点である。内面調整は、主

に横方向のヘラミガキを施すもの3点、主に縦方向のヘラミガキを施すもの5点である。

Ⅱ類：30点である。器高計測値が明らかなもの14点のうち器高指数が40以下の数値を示すもの9点、41

以上の数値を示すもの5点であり、最も低い数値が35、最も高い数値が42である。底部が残存するものの

中で回転糸切のもの12点、静止糸切のもの8点である。口唇部の形状は外反するもの17点、直線的に立ち

上がるもの9点、また先細りのもの18点、丸みを帯びるもの7点である。内面の調整は第46図1・第37図

2の 2点についてはヘラミガキを施すが、それら以外のものはロクロナデである。

Ⅱ1類：底部から直線的に立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　第8号竪穴式住居跡出土の1点である。器高指数は40、口唇部は先細りで外反する。

Ⅱ2類：底部付近から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　第13号竪穴式住居跡出土の1点である。器高指数は35を示す。口唇部は先細りで外反する。底部切り離

し後に底面にヘラケズリを施す。

Ⅱ3類：胴部下半から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　10点である。器高指数が40以下を示すものが5点、41以上を示すものが1点である。口縁部が残存する

もののうち口唇部が外反するもの6点、直線的に立ち上がるもの4点である。底部から体部下半にかけて

くびれるように立ち上がるもの（第19図3・第26図2・第34図4・第37図3）も見受けられ、このような

類型は比較的本類に多く見受けられる。

Ⅱ4類：胴部上半から緩やかに外反しながら立ち上がる、またはそれに類すると推察されるもの

　16点である。器高指数が40以下のものと41以上のものは4点ずつと同数である。口縁部が残存するも

ののうち、口唇部が先細りで外反するものが6点と最も多く、残りのものは口唇部が先細りで直線的に立

ち上がるものと口唇部が丸みを帯び直線的に立ち上がるものが2点ずつ、丸みを帯び外反するもの3点で

ある。

甕

　A群2点、B群65点である。図上復元も含め、器高の計測値をだせるものは5点と少ない。器面調整は主

にヘラナデ・ヘラケズリ・ナデによるものであり、内面に黒色処理を施すものは出土していない。外反す

る口縁部が短いものが多い。A群は調整により、出土量の多いB群については主に口縁部の形状により細分

する。

A群Ⅰ類：調整がロクロナデのもの

　第7号竪穴式住居跡出土の1点である。器高9.2cmの小型甕の範疇に入るものである。
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A群Ⅱ類：調整がヘラケズリのもの

　第12号竪穴式住居跡出土の底部破片1点である。

B群

　底部から頸部にかけての調整は、ヘラナデ・ヘラケズリを施し、口縁部の調整はナデのものが多い。図

化したもののうち、底部にナデ等の再調整を施すもの5点、木葉痕のもの1点、砂底のもの13点である。口

縁部の形状により以下の7類型に分類する。

B群Ⅰ類：頸部にくびれを持ち口縁部幅が広く、長く外反するもの

　第3号竪穴式住居跡出土の1点である。

B群Ⅱ1類：頸部にくびれを持ち口縁部が「く」の字状に外反するもの

　9点（a：6点、c：3点）である。次に掲げるⅡ2類との明確な差異は、口唇部が胴部最大径よりも大き

く外側にある点である。第13図1は胴部最大径を中程～上半にかけて有し、頸部に稜を有する。調整は内

外面ともヘラナデを施す。第7号竪穴式住居跡を壊す風倒木から出土のものと接合関係がある。第26図6

は肩部に「＋」のヘラ記号を施す。

B群Ⅱ2類：頸部にくびれを持ち「く」の字状に外反する口縁部がⅡ1類より短いもの

　14点である。a：9点、b：7点、c：2点と大・中型の甕が多く見受けられる。中型～小型の甕で胴部最大

径を中程～上半にかけて有するものが3点（第16図 1・第24図 4・第43図 5）、中程に有するものが1点

（第16図2）である。第16図1・第43図5は底部にヘラ状の工具で再調整を施し、第24図4の底部は砂底

である。大型の甕では最大径を胴部上半に有すると思われるものが多い。本類の大型甕の口縁部は、他類

型の大型甕の口縁部と比較し短く、胴部最大径とほぼ同数値の径であるか内側となる。

B群Ⅲ類：頸部にくびれを持ち口縁部が鋭く外反するもの

　1点である。いずれも大型の甕である。胴部最大径を体部上半に有する。口縁部は鋭く外反するが、2点

とも胴部最大径とほぼ同数値の径である。第8図10は、肩部が張る器形となり平縁に近くなる。

B群Ⅳ類：頸部にくびれを持たず口縁部が外反するもの

　6点である。いずれも大型の甕である。全体形を伺えるものは少ない。口唇部の形状を垂直に面取りする

もの（第8図7）、垂直に立ち上がる口縁部が外反するもの（第19図5・第37図 5・第47図2）、口縁部に

縦に刻線を有するもの（第47図 2）がある。

B群Ⅴ類：頸部にくびれを持たず口縁部が緩やかに外反するもの

　4点（a：1点、b：2点、c：1点）である。器面に施す調整は、外面ヘラケズリが3点、ヘラナデが1点、

内面はいずれもヘラナデである。胴部下半から口縁部まで外傾しながら立ち上がり外反するものがある（第

24図 6）。
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B群Ⅵ類：頸部にくびれを持たず口縁部が内傾するもの

　2点である。第13図 3は、口縁部が内傾し、口唇部がやや直立ぎみとなる。中型の甕と思われる。

堝

　口縁部破片3点、底部破片1点の3点である。第1号竪穴式住居跡・第13号竪穴式住居跡覆土・第41号

土坑覆土からの出土である。破片のみの出土であり、復元され個体となったものはない。内外面の調整は

いずれもヘラナデである。底部破片のものは砂底である。

壷

　2点である。第1号竪穴式住居跡床面・第3号竪穴式住居跡カマドから出土している。胴部下半から中程

にかけて胴部最大径を有し、口縁部は短く外反する。内外面の調整はヘラナデである。

鉢

　3点である。第1号竪穴式住居跡床面・第11号竪穴式住居跡覆土・第39号土坑覆土から出土している。

内外面の調整は3点とも口縁部がナデ、胴部が縦方向のヘラナデであるが、口縁部の外反と口唇部形状に

差異が見受けられる。

ミニチュア土器

　第13号竪穴式住居跡と第1号竪穴遺構覆土から出土した。2点とも手捏ねで作られている。内外面の調

整はいずれもナデであり、底部はヘラケズリ・ヘラナデを施す。

4．須恵器

　殆どが遺構内からの出土である。器種ごとに図化した点数は、坏5点、甕6点、壷7点、鉢2点である。

出土量は土師器と比較し少量であり、器形全体の形状を伺えるものは少ない。

坏

　口縁部破片3点、底部破片2点である。いずれもロクロ成形によるものである。第13・14号竪穴式住居

跡出土の2点は胴部上半から緩やかに外反しながら立ち上がり、口唇部は外反しない。底部破片のものは

2点とも回転糸切による切り離しで、それぞれ火襷・ヘラ記号を有する。

甕

　床面・カマドからの出土は無く、いずれも覆土・床直・住居跡ピット内からの出土である。図化した7点

のうち、ある程度の器形を伺えるものは第5号竪穴式住居跡覆土出土の第20図1である。それ以外は口縁

部破片1点、胴部破片3点である。第13号竪穴式住居跡出土の3点はいずれも外面にタタキ目を有し、裏

面にはアテ具痕は見られない。焼き台痕とみられる痕跡を有するものは、第5号竪穴式住居跡覆土出土の

第20図1と第15号竪穴式住居跡出土の第39図5は口縁部破片である。第20図1は底部外面に、第39図5

は口縁部内面に有する。
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壷

　長頸壷3点、広口短頸壷2点、底部破片1点である。BK－ 85出土の底部破片は菊花文を有する。

鉢

　3点とも破片であり、器形の全体形を伺い知ることができない。内外面の調整は3点ともロクロナデであ

る。第16図 5は口唇部上部が平滑な調整で、第19図 11は上部が薄い口唇部である。

5．石器

　遺構内・遺構外から出土した。図化したものは剥片石器7点、石核1点、磨製石斧2点、敲磨類12点、砥

石3点の25点である。第3・9号竪穴式住居跡の覆土から石鏃が1点ずつ、遺構外から石匙・石箆・スクレ

イパー等が出土した。砥石はいずれも遺構内からの出土で第3・5・17号竪穴式住居跡の覆土から出土して

いる。いずれも非常に滑らかな機能面を呈している。

6．羽口

　第1・3・6・7・9・11・13・16・平成8年度第4号竪穴式住居跡から出土した。表面に鉄が溶着するもの

もある。ほとんどが破片での出土である。

7．鉄製品・鉄滓

　第1・2・5・8・9・11・14・15号竪穴式住居跡から刀子の柄が出土した。殆どが小破片であり完形となる

ものは無い。第5号竪穴式住居跡から出土した鉄製品については明確な用途は不明であるが、刀装具の一

部と思われる。

　遺跡内より出土した鉄滓は総重量約16.5kgである。遺構内では第2・3・9・11・13・14号竪穴式住居跡、

第5・30号土坑から出土した。第3号竪穴式住居跡からは約950g、第9号竪穴式住居跡から約1,600g出土

したが、他の遺構からは数点の小破片が出土した程度である。

　遺構外からは総重量約12.5kg出土した。そのうちの約12kgがX－72～Y－73グリッドの基本層序第Ⅲ

層中からの出土である。

8．木製品

　第13号竪穴式住居跡内ピットから菰槌が1点出土した。中央の刳り込みが深く、両端は面取りされる

様に縁辺が丸みを帯びる。

9．土製品

　第10号竪穴遺構、第41号土坑から出土している。第10号土坑出土のものは土玉、第41号土坑出土のも

のについては、用途不明である。

（沼宮内　陽一郎）
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第56図　遺構外出土遺物（土器・1）
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第57図　遺構外出土遺物（土器・2）
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第58図　遺構外出土遺物（土器・3）



口径 器高 底径

56-�1 ＡＨ－77 Ⅰ 縄　文 深　鉢 口縁部 (10.2) － － 横位撚糸圧痕 Ⅰ－1 繊維含有

56-�2 Ｈ－53 － 縄　文 深　鉢 胴部 － － － 結束羽状縄文 Ⅰ－1 繊維含有

56-�3 Ｇ－50 Ⅳ 縄　文 深　鉢 胴部 － － － 結束羽状縄文 Ⅰ－1 繊維含有

56-�4 Ｔ.Ｔ.－2 Ⅱ～Ⅴ縄　文 深　鉢 口縁部 － － － 隆帯　鋸歯状撚糸圧痕 Ⅰ－2

56-�5 W̃AA－66̃73 Ⅲ～Ⅳ縄　文 深　鉢 口縁部 (34.0) － － 口唇部肥大　円・波状隆帯 Ⅰ－2

56-�6 Ｌ－60 － 縄　文 深　鉢 口縁部 (22.8) － － 波状口縁　爪形撚糸圧痕 Ⅰ－2

56-�7 AÃAE－68̃76 Ⅲ 縄　文 深　鉢 口縁部 (15.0) － － 波状隆帯　刺突 Ⅰ－2 8と同一個体

56-�8 AÃAE－68̃76 Ⅲ 縄　文 深　鉢 口縁部 (15.0) － － 波状隆帯　刺突 Ⅰ－2

56-�9 Ｓ－64他 Ⅰ 縄　文 深　鉢 口縁部 － － － 刺突 Ⅰ－2 10・11と同一個体

56-10 Ｓ－64他 Ⅰ 縄　文 深　鉢 口縁部 － － － 刺突 Ⅰ－2

56-11 Ｓ－64他 Ⅰ 縄　文 深　鉢 口縁部 － － － 刺突　ＲＬ斜縄文 Ⅰ－2

56-12 Ｅ－39 Ⅳ 縄　文 深　鉢 略完形 30.8 53.6 14.8 口縁部磨消　ＲＬ・ＬＲ縄文 Ⅰ－2

57-�1 Ｘ－67 Ⅰ 縄　文 深　鉢 胴部 － － － ＲＬ横位縄文　沈線 Ⅰ－2

57-�2 AẼBN－73̃87 － 縄　文 深　鉢 口縁部 － － － 隆帯上に縄圧痕 Ⅰ－3

57-�3 Ｘ－70 Ⅲ 縄　文 小型鉢 口縁部 (9.0) － － ＬＲ充填縄文　方形文か Ⅰ－3

57-�4 Ｘ－71 Ⅲ 縄　文 深　鉢 口縁部 － － － ＲＬ充填縄文　方形文か Ⅰ－3

57-�5 W̃AA－66̃73 Ⅲ～Ⅴ縄　文 小型鉢 口縁部 (4.2) － － 波状口縁　口唇部肥大　磨消縄文 Ⅰ－3

57-�6 Ｘ－68 Ⅲ 縄　文 壷 胴部 － － － 隆帯　方形文 Ⅰ－3

57-�7 不明 縄　文 鉢 口縁部 (19.8) － － 沈線　山形文 Ⅰ－3

57-�8 Ｔ.Ｔ.－2 Ⅱ～Ⅴ縄　文 壷 口縁部 (8.2) － － 横位沈線 Ⅰ－3

57-�9 AÃAE－68̃76 Ⅲ～Ⅴ縄　文 深　鉢 胴部 － － － 沈線　方形文か Ⅰ－3

57-10 Ｘ－70 Ⅲ 縄　文 深　鉢 胴部 － － － 沈線　方形文か Ⅰ－3

57-11 Ｔ.Ｔ.－2 Ⅲ～Ⅴ縄　文 深　鉢 胴部 － － － 沈線　円形・鋸歯文 Ⅰ－3

57-12 P̃T－61̃68 Ⅲ～Ⅴ縄　文 深　鉢 胴部 － － － 網目状撚糸文 Ⅰ－3 13と同一個体

57-13 P̃T－61̃68 Ⅲ～Ⅴ縄　文 深　鉢 底部 － － (12.8) 平底　網目状撚糸文 Ⅰ－3

57-14 ＡＣ－73 Ⅴ 縄　文 台付鉢 台部 － － － ＬＲ縄文 Ⅰ－4

57-15 BG・BH－79・80 － 弥　生 甕 口縁部 (17.4) － － ＲＬ縄文　横位沈線　内面沈線 Ⅱ－1

57-16 AẼBN－73̃87 Ⅲ～Ⅴ弥　生 鉢 胴部 － － － 変形工字文 Ⅱ－1

57-17 Ｔ.Ｔ.－3 Ⅱ～Ⅴ弥　生 鉢 口縁部 (15.8) － － 山形口縁　流水工字文 Ⅱ－1

57-18 Ｔ.Ｔ.－3 Ⅴ 弥　生 高台付 脚部 － － － 6条横位沈線 Ⅱ－1 朱微量付着

57-19 BG・BH－79・80 － 弥　生 鉢 口縁部 (21.0) － － ＬＲ斜縄文　横位沈線　内面沈線 Ⅱ－1

57-20 Ｔ.Ｔ.－1 Ⅱ～Ⅴ弥　生 甕？ 口縁部 (15.6) － － ＬＲ横走縄文　横位沈線 Ⅱ－2 21と同一個体

57-21 Ｔ.Ｔ.－1 Ⅱ～Ⅴ弥　生 甕？ 胴部 － － － ＬＲ横走縄文 Ⅱ－2

57-22 BH・BI－85・86 － 弥　生 甕？ 肩部 － － － 沈線　刺突 Ⅱ－2

57-23 Ｊ－55 － 弥　生 鉢 胴部 － － － 波状沈線　鋸歯状沈線　刺突 Ⅱ－2

57-24 Ｖ－73 Ⅴ 弥　生 鉢 胴部 － － － 突起　単軸絡条体回転文 Ⅱ－3

57-25 Ｙ－73 Ⅲ 弥　生 鉢 口縁部 － － － 単軸絡条体回転文 Ⅱ－3

57-26 Ｘ－67 Ⅰ 弥　生 鉢？ 胴部 － － － 刺突　微隆起線文　帯縄文 Ⅱ－3

器種 備　　　考分�類
法　　量（cm）

部�　位 文　　　　様番�号 出土地点 層位 種別

口径 器高 底径

58-1 Ｘ－72 土師器 壷 Ⅲ (13.0) － － ロクロナデ ロクロナデ － 12% Ⅱ4 砂粒微量

58-2 AH75̃BL86 土師器 甕 (21.0) － － ナデ ナデ － 12% Ｂ 砂粒多量

58-3 X_70̃AA73 土師器 甕 Ⅲ・Ⅴ － － － ナデ ナデ － －

58-4 ＡＨ－75 土師器 甕 表土 (20.8) － － ナデ・ヘラナデ ヘラナデ － 12.5% ＢⅡ2 砂粒少量

58-5 X_70̃AA73 土師器 甕 Ⅲ・Ⅴ － － － ナデ ヘラナデ － 33% ＢⅣ 砂粒少量

58-6 Ｇ－50 須恵器 坏 Ⅱ (17.6) － － ロクロナデ ロクロナデ － 9% 砂粒微量

58-7 ＡＫ－78 須恵器 壷 Ⅳ － － (6.0) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 14% 砂粒微量

58-8 ＢＬ－85 須恵器 壷 － － － － － 菊花文？ －

遺存率 分�類 備　　　考
法　　量（cm）

外�面�調�整 内�面�調�整 底部調整番�号 種別器種 層位出土地点
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第21表　遺構外出土遺物観察表（土器）
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第59図　遺構外出土遺物（石器1）
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第60図　遺構外出土遺物（石器2）
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第61図　遺構外出土遺物（石器3）

第22表　遺構外出土遺物観察表（石器）

長（mm） 幅（mm） 厚（mm） 重（g）

59-1 Ｋ－51 Ⅳ 73 31 8 15.8 珪質頁岩 石　　匙 松原型石匙

59-2 Ｘ－72 Ⅴ 75 44 15 45.3 珪質頁岩 不定形石器 スクレイパー

59-3 AH75～BL86 不　明 110 37 22 85.5 珪質頁岩 石　　箆

59-4 Ｔ－70 表　土 64 40 13 23.9 珪質頁岩 不定形石器 スクレイパー

59-5 O63～T76 Ⅲ・Ⅴ 61 57 20 58.1 珪質頁岩 不定形石器 スクレイパー

60-1 ＢＬ－85 不　明 70 68 54 266.7 珪質頁岩 石　　核

60-2 AH75～BL86 不　明 (58) 58 23 (129.9) 輝緑凝灰岩 磨製石斧

60-3 Ｇ－48 不　明 70 61 42 (236.4) 安山岩 敲磨器類 凹み・タタキ

60-4 Ｇ－48 不　明 70 62 38 212.2 安山岩 敲磨器類 スリ

60-5 X70～AA73 Ⅲ・Ⅴ 96 79 64 (674.0) 安山岩 敲磨器類 タタキ

60-6 Ｙ－73 木根痕 93 (74) 53 (455.9) 安山岩 敲磨器類 タタキ

61-1 Ｙ－73 木根痕 101 52 39 269.6 安山岩 敲磨器類 タタキ

61-2 Ｚ－73 Ⅲ・Ⅴ 118 67 36 (442.1) 安山岩 敲磨器類 タタキ

61-3 Ｇ－48 不　明 134 70 41 (541.9) 安山岩 敲磨器類 スリ・擦痕・タタキ

61-4 Ｚ－73 Ⅲ・Ⅴ 120 49 17 (168.4) 安山岩 敲磨器類 凹み・タタキ

61-5 Ｐ－60 表　土 87 61 47 389.9 安山岩 敲磨器類 スリ・タタキ

61-6 Ｚ－73 Ⅲ・Ⅴ 144 82 32 (499.6) 安山岩 敲磨器類 スリ・タタキ

61-7 Ｒ－63 Ⅲ 156 55 73 (1,000) 安山岩 敲磨器類 スリ・タタキ

分　　類 備　　　　　　　考番　号 層　位
最　大　計　測　値

石　　質出土地点
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第Ⅳ章　自然科学的分析

放射性炭素年代測定

　葛野（2）遺跡で出土した炭化物について、放射性炭素年代測定を実施した。その結果は下記のとおりで

あった。

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

学習院大学教授　木越　邦彦

　年代値の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用しています。また、付記した誤差は

β線の計数値の標準偏差σにもとづいて算出した年数で、標準偏差（ONE�SIGMA）に相当する年代です。測

定した炭素のδ13C（パーミル）の値が記入してある場合は、上記の年代値は同位体効果の補正をした値で

す。δ13Cの値の記載がない場合は同位体効果の補正は行っていません。

　また試料の　β線計数率と自然計数率の差が2σ以下のときは、3σに相当する年代を下限の年代値（B．

P．）として表示してあります。また試料のβ線計数率と現在の標準偏差（MODERN�STANDARD�CARVON）につ

いての計数率との差が2σ以下のときには、Modernと表示し、δ14C％を付記してあります。

記

　CodeNo 試料 年代（1950年よりの年数）

　GaK－ 20139 木炭　from　青森市大字大別内字葛野 1380　±　40

葛野（2）遺跡 δ13C＝－ 28.4

　　　　　　　　　　 (第1号竪穴式住居跡・床直) A．D．　570
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葛野（2）遺跡出土土器の蛍光X線分析

奈良教育大学　三辻　利一

　葛野（2）遺跡から出土した須恵器と土師器の分析結果について報告する。今回分析した全資料の分析

データを表1にまとめてある。

　はじめに、須恵器の分析結果を説明する。

　図1にはK－Ca、Rb－Srの両分布図を示す。両図には、これまでに分析された約100点の五所川原窯跡

群出土須恵器の分析データに基づいて五所川原領域を描いてある。平均値を中心にして、両軸に沿って±

2σ（標準偏差）をとり、長方形の領域を描き、比較対照のための領域とした。

　図1より、両分布図で五所川原領域に分布するのは過半数の資料である。ここで、2群間判別分析によっ

て、これらの資料が五所川原領域に帰属するかどうかを確かめた。計算されたD2（五所）は表1に示され

ている。D2（五所）の計算には、K、Ca、Rb、Srの4因子が使用された。5％危険率をかけたT2検定の結果、

五所川原群へ帰属するための必要条件はD2（五所）≦10であることがわかっている。表1より、この条件

を満足するのはNo2・4・5・7・8・9・11の 7点であることがわかる。

　五所川原窯群の製品であるためには、もう一つの条件が必要である。Fe＞3.0という条件である。五所

川原窯群の須恵器の素材粘土は八甲田山の火山活動により噴出した岩石の風化によって生成したためであ

ろうか、Feの含有量が多く、そのため、胎土は外見上、暗褐色～黒褐色を呈するものが多い。表1より、

No4の鉢以外はすべてこの条件を満足していることがわかる。したがって、No2・5・7・8・9・11の6点の

資料は五所川原窯群の製品と考えられる。D2（五所）の値は五所川原窯群への帰属条件を満足したものの、

Feの含有量の少ないNo4の鉢は五所川原窯群の製品ではないと考えられる。

　以上の結果、No2・5・7・8・9・11以外の資料は産地不明となった。このうち、No3・6・12の3点は図2

の両分布図でも類似した位置に分布しており、かつ、Fe、Naの分析値も似ていることが表1からわかる。し

たがって、これら3点の資料は同一産地の製品と推定される。他方、No10・13の2点も全因子で類似して

おり、別の同一産地の製品と推定される。したがって、今回分析した13点の須恵器資料は地元、五所川原

窯群産、それに、外部地域とみられる2カ所の産地の製品、都合、3カ所の生産地から供給されたものであ

ることがわかった。このうち、No10・13はK、Rb量が多く、かつ、Fe量が少ないところから、富山県まで

含めた東北地方日本海側、北陸地方の製品である可能性をもつ。No3・6・12は未だ特定されていないが、東

北地方の窯の製品である。No4については目下のところ、全く不明であり、これと同じ胎土をもつ資料は他

にない。

　このようにして、青森県内の遺跡出土須恵器の産地問題に関する胎土分析の手法は次第に固まって来つ

つある。

　これに対して、生産地である窯跡が残っていない土師器については分析データから胎土を分類する基礎

研究の段階にある。

　次に、土師器の分析結果について説明する。

図3には、今回分析した土師器の両分布図を示す。かなり大きくばらついて分布しており、幾種類もの胎

土が混ざっていることを示している。そこで、これらの胎土を分類し整理するために、クラスター分
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析を行うことにした。

　K、Ca、Rb、Srの4因子を使い、クラスター分析した結果を図4に示す。デンドログラムから、簡単に大

枝ごとに区分することは危険である。そこで、図3の両分布図での分布と比較しつつ、まず、小枝から一

つの集団を形成してもよいかどうかを確かめながら区切ることにした。クラスター番号6・9・12・17（試

料番号にしてNo19・22・25・30）は両分布図でもよくまとまって分布しており、同じ胎土と考えた。これ

をA群とした。しかし、このうち、No19・22にはFe量が多く、No25・30にはFe量は少ないので、これを

同一胎土と考える訳にはいかないので、前者をA1群、後者をA2群とした。デンドログラム上でA群の枝に

結び付いているNo16は両分布図でもA群から少しずれて分布しているが、Fe、Na因子でも対応しないので、

ここでは別胎土であると考えた。

　同様にして、もう一つの小枝に結び付いているNo14・15・21・24も同じ胎土と考え、これをB群とした。

　この他にNo16・17・29とNo26・31はそれぞれ、同じ胎土である可能性があることは図3の両分布図での

分布と、表1のF�e・Naの分析値から推察できるが、A・B群程のまとまりがなかったので、分類せずにお

いた。

　この結果、葛野（2）遺跡から出土した土師器の坏は同一場所で作られたものではなく、あちこちで作ら

れたものが持ち込まれていることがわかった。このうち、とくに、K、Rb量の多いNo26・31は青森県内の

製品ではなく、外部からの搬入品である可能性をもつ。

　このように、土師器の胎土研究は須恵器に比べて遅れており、未だ、胎土を分類するという基礎研究の

段階にある。

試料番号 種　別 器種 出土地点・層位 Ｋ Ｃａ Ｆｅ Ｒｂ Ｓｒ Ｎａ D2(五所) D2(瀬谷子) 推定産地

№1 須恵器 坏 �2Ｈ・覆土 0.450 0.306 2.91 0.430 0.412 0.160 29.4 31.7 不明

№2 〃 坏 11Ｈ・�〃 0.298 0.291 3.53 0.351 0.357 0.145 6.7 46.5 五所川原

№3 〃 壷 �3Ｈ・�〃 0.344 0.167 3.49 0.420 0.359 0.164 23.7 8.0 不明

№4 〃 鉢・壷 �5Ｈ・床直 0.332 0.343 2.15 0.414 0.463 0.249 8.2 29.9 〃

№5 〃 壷 �6Ｈ・覆土 0.354 0.293 3.10 0.435 0.379 0.213 1.3 39.8 五所川原

№6 〃 〃 15Ｈ・�〃 0.312 0.214 3.86 0.291 0.317 0.150 40.9 35.9 不明

№7 〃 鉢 �5ＨPit1・底直 0.299 0.338 3.31 0.377 0.371 0.213 2.3 68.2 五所川原

№8 〃 甕 �5Ｈ・覆土 0.283 0.317 3.34 0.360 0.360 0.160 3.3 62.3 〃

№9 〃 〃 13Ｈ・�〃 0.312 0.318 2.92 0.400 0.390 0.222 2.9 48.1 〃

№10 〃 〃 13Ｈ・�〃 0.428 0.591 1.78 0.559 0.797 0.398 78.1 124.0 不明

№11 〃 〃 Ｐ－60・不明 0.364 0.326 3.45 0.454 0.390 0.205 0.38 53.8 五所川原

№12 〃 〃 Ｐ－73・Ⅱ 0.245 0.252 4.11 0.295 0.294 0.106 11.8 66.4 〃

№13 〃 〃 ＡＧ－77・Ⅲ 0.477 0.537 1.75 0.707 0.754 0.490 69.9 165.0 不明

№14 土師器 坏 �2Ｈ・床直 0.295 0.259 2.58 0.399 0.407 0.173 Ｂ

№15 〃 〃 �5Ｈ・覆土 0.339 0.278 2.11 0.365 0.479 0.175 〃

№16 〃 〃 �6Ｈ・�〃 0.203 0.172 2.30 0.201 0.292 0.188 未分類

№17 〃 〃 �6Ｈ・床面 0.278 0.104 1.96 0.312 0.305 0.166 〃

№18 〃 〃 �8Ｈ・カマド 0.389 0.388 1.94 0.442 0.572 0.305 〃

№19 〃 〃 �9Ｈ・覆土 0.390 0.161 4.50 0.399 0.265 0.163 Ａ1

№20 〃 〃 �9ＨPit14・2層 0.381 0.299 2.46 0.572 0.467 0.225 未分類

№21 〃 〃 13Ｈ・覆土 0.378 0.274 2.32 0.473 0.425 0.259 Ｂ

№22 〃 〃 13Ｈ・�〃 0.313 0.158 3.07 0.435 0.254 0.131 Ａ1

№23 〃 〃 14Ｈ・�〃 0.276 0.577 2.49 0.307 0.645 0.361 未分類

№24 〃 〃 15Ｈ・�〃 0.364 0.247 2.37 0.412 0.459 0.241 Ｂ

№25 〃 〃 �1Ｈ・床面 0.341 0.165 1.80 0.405 0.244 0.074 Ａ2

№26 〃 〃 �5Ｈ・�〃 0.619 0.156 3.02 0.582 0.259 0.138 未分類

№27 〃 〃 �8Ｈ・カマド 0.401 0.490 2.10 0.416 0.625 0.294 〃

№28 〃 〃 �9ＨPit17・覆土 0.333 0.146 1.87 0.655 0.275 0.077 〃

№29 〃 〃 14Ｈ・�〃 0.324 0.099 3.77 0.347 0.158 0.062 〃

№30 〃 〃 15Ｈ・�〃 0.326 0.170 1.77 0.421 0.238 0.085 Ａ2

№31 〃 〃 15Ｈ・�〃 0.482 0.278 3.21 0.605 0.343 0.152 未分類
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図2　須恵器のK-Ca・Rb-Sr両分布図 図3　土師器のK-Ca・Rb-Sr両分布図

図4　デンドログラム
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第Ⅴ章　分析と考察

1．住居跡変遷

　今回の調査により16軒の平安時代の竪穴式住居跡を検出した。16軒の住居跡の検出状況をみると、平成

8年度調査区域からの検出、北西方向に約80m程離れた標高約65m付近の丘陵地の平坦部分からの検出、さ

らに北上した谷地形を挟んだ南側と北側からの検出の四地域に大別できる。土坑については第30号土坑の

みが第7号竪穴式住居跡と重複関係にあり、その他の土坑の殆どは住居跡群と重複関係が無く、土坑群で

のまとまりが伺える区域も存在する。

　これら各住居跡は構造上の違い及び出土遺物から一時期に存在したのではなく、時期的な変遷を経て集

落が営まれたことが伺われた。そこで住居跡について、各住居跡構造について項目別に分析をおこなうこ

とにより得られた情報と、遺物側から、土器の変遷を検討し集落の変遷過程と住居跡の帰属時期について

考察する。

第1節　竪穴式住居跡構造の分析と形態からみた帰属時期について

1．平面形・規模

　検出した16軒中未精査部分が残る第11・12・13・43号竪穴式住居跡及び、南西壁が検出しなかった第3・

16号竪穴式住居跡を除く9軒の住居跡についてであるが、これらの住居跡は第14号竪穴式住居跡以外ほぼ

方形を呈する平面形と認識できる。北・南、東・西各対辺の中点同士を結んだ線分の長軸・短軸の差を線

分に対しての割合として求めると、第14号竪穴式住居跡以外は、10％以下である。

　住居跡の規模について、4方向の壁が検出した9軒の各住居跡の壁長の平均値では、3m50cm以下に2軒、

4m50cm～5mの範囲内に6軒、6m弱が1軒である。また、第12号竪穴式住居跡を除く住居跡と平成8年度

に検出した第1号竪穴式住居跡を対象とし、壁長の長軸・短軸を計測し大別すると、1辺3m50cm以下のも

の4軒（7住・14住・16住・H8年4住）、1辺4m50cm～ 5mのもの9軒（1住・2住・3住・6住・8住・9住・

11住・13住・16住）、1辺が6m前後のもの2軒（5住・43住）である。

　第62図は、壁長の長軸と短軸の相関図である。長軸×短軸が、3m～3m50cm、4m～ 4m50cm、5m～ 6mの

3領域に分かれる分布を見せる。

2．カマド

　検出したカマドは14基、平成8年度に検出した第2号竪穴式住居跡を含めると15基である。南壁中央よ

り西側に設置されているものが10基である。残り4基のカマドについてはいずれも南壁中央より東側に設

置されている。第1号竪穴式住居跡カマドA以外のカマドは斜面に構築されており、南壁西側の地山が浅

いため煙道の崩落を避けるためなどの地形的影響を受け東側に設置したものと考えられる。　第23表にカ

マドが構築された壁を4等分し、東側からA・B・C・Dとして、カマド設置位置を表した。煙道部は半地下

式のものが13基、地下式のものが2基である。第1号竪穴式住居跡カマドAは、堆積土に焼土化したロー

ムブロックが含まれるが、現地形から判断すると、カマドが機能していた時期において、地下式と考えら

れるほど地山のロームが堆積していないことから、半地下式と考えるのが妥当と思われる。カマドB（半地

下式）からカマドA（半地下式）へと移行したものと思われ、他の住居跡より
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第62図　住居跡壁長相関図・カマド主軸方位と煙道部長
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は比較的時期幅を持ち存続していたことが考えられる。その際に煙出し底面をピット状に掘り込む（カマ

ドB）構造から、掘り込みをもたない（カマドA）構造へと変化を見せる。第1号竪穴式住居跡カマドB以

外で煙出し底面をピット状に掘り込んでいるものは、第16・H8年2号竪穴式住居跡である。煙道部底面に

ついては第2・6号竪穴式住居跡の底面が、煙出しへ向かい緩やかに上昇し中程で一旦落ち込むという類似

した構造である。

　煙道部の長さは、40cm未満の短いもの、1m以上の長いものの2つに大別できる。1m以上の長い煙道部に

ついては概ね120cm内外のものが多い。煙道部長と半地下式・地下式により以下の3つに分類できる。

　1類　煙道部が短く半地下式のもの‥‥6基（3住・5住・9住・11住・13住・14住）

　2類　煙道部が長く半地下式のもの‥‥7基（1住A・1住B・2住・6住・7住・16住・H8年 2住）

　3類　煙道部が長く地下式のもの‥‥‥2基（8住・H8年 4住）

　

　袖部は、粘土のみ用いているもの3軒（1住・7住・9住）、礫を芯材として用いているもの4軒（3住・5

住・16住・H8年2住）である。第6号竪穴式住居跡は袖部の遺存状態が悪く、袖部の構造については不明

である。第8号竪穴式住居跡については、潰れた状態のカマドの下から土師器甕が6個体潰れた状態で出

土したことから、これを芯材として用いていたと考えられる。芯材として用いられている礫は、4軒とも丸

みを帯びた河原石が用いられている。

　これらのことを総合すると煙道部と袖部構造の組み合わせは、多岐にわたる類型となり、ある限られた

カマド構造にはまとまらない傾向を見せる。

3．主軸方位

　カマドの主軸方位は概ね南東方向を向く（第62図）。これらを煙道部の長さと併せ分析すると、煙道が

短いものでN－35°－W前後の主軸方位をもつ第3・11・13号竪穴式住居跡、N－10°～15°－W前後の

主軸方位をもつ第5・9号竪穴式住居跡、煙道の長いものでは、第1号B・2・6竪穴式住居跡がN－15°～

20°－Wとほぼ同じ主軸方位であり、主軸方位のみでは南南東方向に集中するが、カマド本体の構造と組

み合わせると、まとまりのある構成はみられない。

4．壁溝

　壁溝を検出した住居跡は、16軒中8軒（1住・2住・5住・6住・8住・9住・11住・13住）、平成8年度に

検出した住居跡（1住・3住）を加えると10軒である。

　今年度検出した住居跡では、全周またはほぼ全周するものが5軒、第9号竪穴式住居跡については、東・

南壁の一部からの検出である。

　住居跡の規模別にみると、1辺が3m50cm以下のもの4軒は壁溝の検出が無い。1辺4m50cm～5mのもの9

軒については、第3・15号竪穴式住居跡の2軒を除き壁溝を検出する。1辺が6m前後のものについて5住は

壁溝を検出し、第17号竪穴式住居跡の精査部分からは検出しなかった。これらのことから1辺が3m50cm以

下の小規模な住居跡は壁溝を伴わず、1辺が4m50cm～ 6mの中・大規模な住居
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跡に伴う傾向が見られる。

5．ピット・柱穴

　住居跡内から検出したピットについては20cm×10cm～189cm×179cmを測るが、用途について判断し得

ないものが多い。これらのピットから明確な柱痕を確認できたものは無く、第Ⅲ章及び本章で柱穴とした

ものはすべて配列と深さから判断している。

　柱穴配置が判断できたものは第2・5・9・11・13・8年度1号竪穴式住居跡の6軒でありこれらは中・大

規模の住居跡である。柱穴配置別でみると、住居内中央寄りに2本と南壁際に1または2本配置するもの（2

住・5住・11住・13住）、中央よりも壁寄りあるいは壁際に配置するもの（9住・17住）、住居跡中央寄り

に3または4本配置するもの（8年度1住）となる（第63図）。また、第9号竪穴式住居跡については住居

プラン外から5基のピットを検出しており、本住居跡については外柱穴を伴う可能性がある。第5号竪穴

式住居跡ピット2・9も柱穴と捉え得る配置を呈するが、本住居跡が拡張された根拠を示すものが無く、深

さも9cmと 7cmと浅いため柱穴として判断することは困難である。壁溝内のピットも壁柱穴として機能し

ていたことも考えられる。第11号竪穴式住居跡と第13号竪穴式住居跡については調査区外に続くが、住

居内中央寄りに2本と南壁際に1または2本配置する配置が推察できる。第2号竪穴式住居跡と第5号竪穴

式住居跡の柱穴配置は、2軒ともほぼ方形を呈する平面形に対して、主柱穴配置はカマド方向に長い配置と

なっており、柱穴配置の長軸に対しての短軸の比率は7割強から8割となっている。

　これらのことから、柱穴配置には、a：住居跡中央寄りに3または4本配置するもの、b：住居内中央寄

りに2本と南壁際に1または2本配置するもの、c：中央よりも壁寄りあるいは壁際に配置するものとなり、

aについては壁柱穴を伴わないものと伴うものとが存在する。

　以下にa類、b類、c類の柱穴配置について、県内の過去の報告例から類似するものを抜粋すると以下の

とおりである。

　a類：発茶沢遺跡第402号住居跡（苫小牧降下火山灰以前に構築され、降下以降に廃棄されたもの）

　　　�山元（3）遺跡第26号住居跡：9世紀中葉～後葉

　b類：発茶沢遺跡第107・108・201・205号住居跡：苫小牧降下火山灰以降に構築され廃棄されたもの

　　　（青森県教委1989）

　　　�山元（3）遺跡第6号住居跡：9世紀後半～10世紀初頭（青森県教育委員会　1994）

　c類：宇田野（2）遺跡第2号住居跡：9世紀末～10世紀初頭（青森県教育委員会　1997）

　　　�野木遺跡第216号竪穴式住居跡：10世紀前葉（青森県教育委員会　1998）

　　　�山元（3）遺跡第1号住居跡：10世紀前半

　これらのことを参考にすると、本遺跡から検出した竪穴式住居跡について柱穴配置からのみ推察すれば、

8年度1住→第2・5・11・13住→第9・17住の変遷が想定される。

6．堆積土に含まれる火山灰

�15軒の住居跡には堆積土に火山灰（但し、これらの火山灰については自然科学的分析を行っていない
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第63図　住居跡柱穴配置図
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ため、視覚的・触覚的な見地からの判断に基づくであり、本来火山灰と思われるものと記述するべきであ

るが、便宜上火山灰として記述する）を含むものが4軒（3住・5住・9住・15住）存在する。

　堆積土中に含まれる火山灰は4軒の住居跡のいずれも苫小牧・白頭山火山灰と思われるものであり、十

和田a火山灰が含まれる住居跡は存在しない。

　これらの火山灰の出土状況については、堆積状況に差異が見受けられる。堆積土中に一つの層として認

識できる堆積と、堆積土中に粒状に広く分布して堆積する2通りである。前者の堆積がみられる住居跡と

して、第5・9号竪穴式住居跡、後者の住居跡として第3・15号竪穴式住居跡がある。

　いずれの住居跡も堆積土中に含まれる火山灰が苫小牧・白頭山火山灰1枚であり、これよりも降下年代

が8～9年溯るとされる十和田a火山灰（註1）が含まれないことから、火山灰が堆積した原因を述べるに

はいささか不安要素（雨水等による、降下後の流れ込みも想定し得るため）が残るが、堆積土に残される

情報から推察すれば、層として認識できる堆積を呈する第5・9号竪穴式住居跡に堆積したものは自然堆積、

特に第5号竪穴式住居跡については、覆土の堆積状況と遺物の出土状況から人為堆積後の降下と思われる。

第3・15号竪穴式住居跡のものは堆積土に粒状に分布することから、短時間の降下により自然堆積したと

は考え難い。降下後に雨水等により少量ずつ流れ込んだことも想定し得るが、住居跡覆土の堆積状況は、短

時間での堆積を伺わせる。このことから第3・15号竪穴式住居跡のものはひとつの可能性として人為堆積

による埋め戻しの際、すでに降下し堆積していた火山灰が混入したことが考えられる。

小結．住居構造からみた年代

　これまでの分析結果をまとめると次のようになる（第23表）。

　住居跡の規模は3m～3m50cm、4m～4m50cm、5m～6mの3領域に分かれるが、煙道部と袖部からみたカマ

ド構造、主軸方位を組み合わせると、特定の類型に集中するようなまとまりはない。住居跡の構造につい

ては、比較的中規模な住居跡に壁溝が伴う傾向があるが、柱穴配置をみた場合では、柱穴を伴うものと伴

わないものが存在し、柱穴配置のみの観点ではある程度の住居跡変遷がうかがえる。また、カマド煙道部

構造では、一概に判断できないが、第8号竪穴式住居跡は過去の報告例を参考にすると、半地下式の煙道

部構造よりも古い時期が想定される。これらのことから、今回の調査によって検出した竪穴式住居跡はい

くつかの類型に分かれる住居跡群と推察される。

　しかし、この結果からは各住居跡の帰属時期が明瞭に伺えない。このため、傍証として出土した火山灰

を参考とし、おおまかな帰属時期を考えてみたい。

　火山灰の出土状況から、第5・9号竪穴式住居跡は住居跡廃絶後の降下であり、第5号竪穴式住居跡は、

廃絶後の人為堆積後の降下、第9号竪穴式住居跡も床面直上に堆積することから、廃絶後大きく時間が経

過しない堆積と考えられる。第3・15号竪穴式住居跡は二次堆積の要素も想定し得るが、降下してからあ

る程度時間が経ってからの廃絶と考えることができる。このことから、第5号竪穴式住居跡と類似する柱

穴配置である第2・11・13号竪穴式住居跡は、第5号竪穴式住居跡と大きく時間を隔てない時期に存在して

いた住居跡と捉えることができ、過去の報告例からおおよそ9世紀後半から10世紀前半に帰属する住居跡

と考えられる。また、第5号竪穴式住居跡と第9号竪穴式住居跡の柱穴配置に違いが見られることから、こ

の2軒の住居跡間での5住→9住の前後関係が考えられる。しかし、第5号竪穴式住居跡と類似する柱穴配

置をもつ第11・13号竪穴式住居跡と、第3号竪穴式住居跡のカマド主軸方位
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がほぼ同じことから、現段階ではこれらの住居跡の前後関係について充分な検討を行うことはできない。こ

のため、次の第2節において、出土遺物の共伴関係・前後関係を検証し、さらに具体的な遺構の存在時期

を考えてみたい。

第2節　器種組成からの変遷

　今年度の調査により出土した土師器・須恵器を第Ⅲ章第2節で18類型に分類した。本節ではこの分類を

もとにして、第1節において住居跡構造等から推察できた結論について、遺物の視点から遺物間での共伴・

前後関係を踏まえ検討を加える。

1．住居跡別出土状況からみた共伴関係

　本来遺構の帰属年代を探るうえで有効な床面・カマド出土遺物を対象とするのが望ましいが、検出した

住居跡間において、遺物の接合関係から住居跡の同時期における廃絶が想定でき得る資料が存在するため、

覆土中からの出土遺物も対象とした。分類した各遺物群を出土状況別に表した第24表から遺物間の共伴関

係の傾向を考えてみる。

　第24表から、床面・カマド出土の坏・甕を対象として、器種別にみると、坏では坏Ⅱ3類と坏Ⅱ4類を

共伴して出土する住居跡が2軒（1住・3住）存在する。甕を対象とすると、甕間での共伴関係は見られな

いが、特定の器種を多く出土する住居跡として、甕B群Ⅱ1類aを多く出土する第8号竪穴式住居跡がある。

坏と甕の共伴をみると、坏Ⅱ3類と甕B群Ⅱ1類bを共伴して出土するものが第8号竪穴式住居跡・第9号

竪穴式住居跡、坏Ⅱ4類と甕B群Ⅱ2類bを共伴するものが第2号竪穴式住居跡と第3号竪穴式住居跡、坏

Ⅱ3類と坏Ⅱ4類と甕B群Ⅴ類を共伴するものが第1号竪穴式住居跡と第3号竪穴式住居跡、坏Ⅱ3類と甕

B群V類が共伴するものが第1号竪穴式住居跡と第14号竪穴式住居跡、床直からの出土であるが第5号竪

穴式住居跡からも同様に出土する。

　堆積土が人為堆積と考えられる住居跡では第1号竪穴式住居跡の床面・カマドと第5号竪穴式住居跡の

床直間で坏Ⅱ3類と甕B群Ⅴ類の共伴関係があり、遺物間の共伴関係ではないが、第2号竪穴式住居跡出土

の甕BⅡ1類（第13図1）は第7号竪穴式住居跡を壊す風木倒と、同じく第2号竪穴式住居跡出土の甕B群

Ⅶ類（第13図 3）は第5号竪穴式住居跡・第6号竪穴式住居跡覆土から出土のものと接合関係がある。

　以上のように、遺物の出土量が少量であるため、これらの共伴関係を群構成として括ることが困難であ

るが、遺物組成には坏Ⅱ3類・Ⅱ4類が伴い、または坏Ⅱ3類・Ⅱ4類が単独で他類型と共伴する傾向があ

る。

2．坏Ⅱ3類・Ⅱ4類について

　第1項から群構成とは捉え難いが坏Ⅱ3類・Ⅱ4類が係わる共伴関係が示唆された。そこで本項において

この2類型の坏を再検証し個々の類型において器形変化がみられるのか、さらにそこから本類型内での変

遷が明らかになるのかを探る。坏Ⅱ3類・Ⅱ4類の傾向を把握するため出土状況にこだわらず記述する。

　坏Ⅱ3類の器形には3つの類型がみうけられる。

A：底部がくびれるように立ち上がるもの（1住第8図6・5住第19図 3・14住第37図 3）
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B：胴部下半にやや張りを持ちながら立ち上がるもの（3住第15図 1・8住第26図 2・9住第29図 4）

C：立ち上がる角度がBよりもきついもの（2住第12図 2）

である。底部切り離し方法は、第15図2が静止糸切である以外いずれも左回転による回転糸切であり、い

ずれの胎土にも砂粒がみられる。

　坏Ⅱ4類には5つの類型がみうけられる。

A：底部がくびれるように立ち上がるもの（13住第34図 4）

B：底部から立ち上がる角度がきついもの（2住第12図 1・第13図 2）

C：口縁部付近で垂直に立ち上がるもの（7住第24図 1）

D：口唇部が外反するもの（1住第8図5・9住第28図 5）

E：口唇部が外反せず立ち上がるもの（3住第15図 2・13住第34図 3）

である。また、底部切り離し方法は、第8図5・第28図5・第29図1が静止糸切、第34図4・第15図2が

左回転による回転糸切である。

　この様に器形変化が多岐におよび、器形変化から坏Ⅱ3類・Ⅱ4類の変遷は可能性も考えられるが、資

料数が少量であり推察が難しい。また器形変化の多様さについて、観察視野を狭めたためによる製作者の

技術差や個人差レベルまで下がった分類となることもあるが、本遺跡の場合において第Ⅳ章第2節での土

師器胎土分析結果と、海綿骨針を含む第22図2（坏Ⅰ3類）・第34図3の存在から本遺跡には他地域から

の搬入とそれによる在地土器の影響が考えられることも、同一類型内における器形の多様化につながり、変

遷過程を追うことを困難にしていると思われる。しかし、これら多様なバリエーションの中でも、器形・法

量・切り離し手法などの観点から変遷過程の一貫性を伺わせる資料も存在する。それが第8図5・第28図

5・第15図1の3点である。これらは第15図1は坏Ⅱ3類、第8図5・第28図5は坏Ⅱ4類と異なる分類で

あるが、底部からの立ち上がりと口唇部の外反が類似していること、底径値が6.0～ 6.4cmとほぼ同値で

底部切り離しがいずれも静止糸切であることなどから、明確に数値的な指摘はできないが非常に近い類型

内での変遷が感じられる資料であることを参考までに述べておく。

3．遺物組成の前後関係

　前述の様に器形の多様さと搬入品の影響の可能性も考えられることから、器形から坏Ⅱ3類・Ⅱ4類内

の変遷から組成全体の変遷を探ることは困難と思われたため、第1項で明らかになった遺物組成との相関

と住居跡に堆積する降下火山灰から共伴関係にある遺物組成の前後関係を推察する。

　第1項で明らかになった共伴関係を今一度記述する。坏Ⅱ3類と坏Ⅱ4類を共伴する第1号竪穴式住居跡

と第3号竪穴式住居跡では坏・甕以外の遺物も視野に入れると土師器・壷の共伴関係がみられる。坏Ⅱ3

類・Ⅱ4類を共伴して出土する第1号竪穴式住居跡・第3号竪穴式住居跡では第1号竪穴式住居跡が大型の

甕を多く出土する傾向がみられる。この坏Ⅱ3類、坏Ⅱ4類、土師器・壷の組み合わせを1型とする。なお

第3号竪穴式住居跡カマドから甕B群Ⅰ類が出土しているが、第3号竪穴式住居跡出土遺物内で本資料のみ

が本住居跡の廃絶した時期よりも溯ると思われる様相を呈するため、堆積途中の混入と考えて良いと思わ

れる。

　坏Ⅱ3類と甕B群Ⅱ1類bを共伴して出土する第8号竪穴式住居跡・第9号竪穴式住居跡について、第8

号竪穴式住居跡では甕B群Ⅱ1類aを多く出土するが第9号竪穴式住居跡では出土しておらず、底部に再調

整を施す坏Ⅰ4類と、須恵器坏が第9号竪穴式住居跡床面から出土するが、第8号竪穴式住居跡で
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は出土していない。この坏Ⅱ3類と甕B群Ⅱ1類bの組み合わせを2型とする。さらに、第8号竪穴式住居

跡は甕B群Ⅱ1類aを多く出土する特徴が認められるため、坏Ⅱ3類と甕B群Ⅱ1類bに甕B群Ⅱ1類aを

共伴する第8号竪穴式住居跡を2a型、第9号竪穴式住居跡を2b型とする。

　坏Ⅱ3類と甕B群Ⅴ類を床面・カマドから出土する第1号竪穴式住居跡と床直から出土する第5号竪穴式

住居跡では、先述の土師器・壷が第5号竪穴式住居跡からは出土しないが、甕B群Ⅱ2類aを、第1号竪穴

式住居跡からはカマドからの出土、第5号竪穴式住居跡からは床直資料として出土している。出土遺物量

が少量であるが、第14号竪穴式住居跡でも坏Ⅱ3類と甕B群Ⅴ類の組み合わせがみられることから、これ

を3型とする。

　坏Ⅱ4類と甕B群Ⅱ2類bを共伴する第2号竪穴式住居跡と第3号竪穴式住居跡では、第2号竪穴式住居

跡床面から坏Ⅰ4類を出土するが、第3号竪穴式住居跡からは坏Ⅰ類は出土せず、第3号竪穴式住居跡から

出土する壷は第2号竪穴式住居跡からは出土しない。坏Ⅱ4類と甕B群Ⅱ2類bの組み合わせを4型とする。

　これらの遺物組成の違いから共伴関係の前後関係を推察する。検出した住居跡はいずれも重複関係がな

いことから、まず第1節により白頭山火山灰が関係する第3号竪穴式住居跡と第5号竪穴式住居跡を軸とし

た検証を行う。

　第5号竪穴式住居跡床直からの3型の出土及び第5号竪穴式住居跡が白頭山火山灰降下以前の廃絶と考え

られることから、3型と1型の組成間では3型が古いと思われる。第1号竪穴式住居跡に1型と3型が存在

するが、第1号竪穴式住居跡が存続時期に幅があることを考慮すればこれを強く否定する材料ではないと

思われる。

　次に3型と4型の比較であるが、第3号竪穴式住居跡と第5号竪穴式住居跡の新旧関係のみ比較すると3

型→4型が伺えるが、第1号竪穴式住居跡に4型の組成がみられないことから疑問視される。また、第2号

竪穴式住居跡・第3号竪穴式住居跡間での器形に若干の変化があり、同一類型内での変化も考慮され、第

1節で触れた柱穴配置も類似することから、3型と4型の前後関係は不明である。

　最後に1型と2a・2b型の比較であるが、9Hに堆積する白頭山火山灰が自然堆積と考えられることから、

1型より古いと思われる。2a・2b型と3型については、第5号竪穴式住居跡と第9号竪穴式住居跡に共に白

頭山降下火山灰が堆積するが、遺物絶対量に乏しく、遺物組成の視点からは前後関係を追うことはできな

い。また、2a・2b型の前後関係については、第9号竪穴式住居跡に白頭山火山灰が堆積し第8号竪穴式住

居跡には堆積していないが、第8号竪穴式住居跡は覆土の多くが失われていることと遺物絶対量の貧弱さ

から、遺物組成の視点からは同様に前後関係は不明である。

　以上のことから4型の位置づけが不明であるが2a・b型？⇔？3型→1型の前後関係が考えられる。

4．想定される遺物の帰属時期

　本遺跡からの資料のみで出土遺物の帰属時期を探ることは困難であるため、本遺跡の出土遺物と過去の

報告例を比較検討し各遺物組成の実年代を検証する。

　1型であるが、まず出土した資料の中から、第1号竪穴式住居跡・第3号竪穴式住居跡から出土した特徴

的な遺物と思われる土師器・壷をもとに設定したい。

　本資料と類似する資料は、県内では杢沢遺跡第4号住居跡・第5号住居跡（青森県教委1990）、発茶



-�116�-

沢遺跡第208号住居跡（青森県教育委員会1989）、山元（3）遺跡第6号住居跡（青森県教育委員会1994）、

野尻（4）遺跡第23・25号建物跡85土（青森県教育委員会1996）等から出土している（杢沢遺跡、山元（3）

遺跡、野尻（4）遺跡では甕と分類されるが本書では壷として扱う）。これらの類例で、最も古いものが野

尻（4）遺跡第23・25号建物跡85土の9世紀中葉前後、最も新しいのが杢沢遺跡第4号住居跡で10世紀後

半以降から11世紀代とされ、発茶沢遺跡第208号住居跡では苫小牧火山灰以降の構築、山元（3）遺跡第

6号住居跡では9後半～10前半に報告されている。この中で野尻（4）遺跡第23・25号建物跡85土は出土

甕の器形が組成的に類似しているが、本報告書では、第3号竪穴式住居跡の廃絶時期が白頭山火山灰降下

以降と考えられることから、本器種を10世紀前～中葉という年代を設定することができ、1型は当該期の

ものと考えられる。杢沢遺跡では10世紀後半以降から11世紀代とされているが、白頭山火山灰の降下年

代が923～ 924年（註1）とすると、この時期設定も若干溯ると考えられる。

　2型の年代であるが、2a型の甕B群Ⅱ1類aからおおよその年代を推察してみたい。

　本資料と類似する資料は野木遺跡第234号竪穴式住居跡・第258号竪穴式住居跡9世紀後半（青森県教育

委員会1998）から出土しており、第234号竪穴式住居跡は10世紀前半、第258号竪穴式住居跡は9世紀後

半と報告されている。第258号竪穴式住居跡は重複関係のある住居跡であり若干の検討の余地があるが、第

9号竪穴式住居跡床面から底部にヘラケズリの再調整を施す坏Ⅰ4類が出土していることから、2型につい

ては9世紀後半～10世紀初頭と設定することができる。

　最後に3型の年代であるが、床面からの出土である第1号竪穴式住居跡甕B群Ⅴ類を参考に考えたい。本

類と類似する資料は、杢沢遺跡第10号住居跡、野尻（4）遺跡第21号建物跡（1996）、宇田野（2）遺跡第

2号住居跡・第6号住居跡（青森県教育委員会1997）等から出土している。最も古いもので宇田野（2）遺

跡第2号住居跡・第6号住居跡の9世紀末～10世紀初頭、最も新しいもので杢沢遺跡第10号住居跡10後

半～11世紀初頭と幅広い時期差であるが、宇田野（2）遺跡第2号住居跡・第6号住居跡の出土のものがい

ずれもカマドからの出土であることと、本遺跡での第5号竪穴式住居跡の廃絶時期等を考慮し、3型の年代

を9世紀末～10世紀初頭とし、2型と3型の前後関係については、重複する時期も考慮されるが2→3の前

後関係と考えられる。

5．遺物接合関係と住居跡の同時存在の可能性

　住居跡間での接合関係は第1項でも触れたが、第2号竪穴式住居跡出土の甕B群Ⅱ1類（第13図1）と第

7号竪穴式住居跡を壊す風木倒、第2号竪穴式住居跡出土の甕B群Ⅶ類（第13図2）と第5号竪穴式住居跡・

第6号竪穴式住居跡覆土との接合関係である。

　これら4軒の住居跡は堆積土及び接合関係からいずれも人為堆積と考えられる住居跡である。住居跡が

立地する地形は平坦地であり、接合関係にある遺物が流れ込み等により入り込んだとは想定し難い。また、

4軒の住居跡が廃絶した後の凹地を利用した遺物の廃棄行為の可能性であるが、遺物絶対量がいずれの住居

跡も少量であること、土層の観察からこれらの住居跡は一時期に埋めもどされたと考えられるため、遺物

廃棄場所となっていた可能性は低い。これらのことから第2・5・6・7号竪穴式住居跡には4軒間でのほぼ

同時期の遺物廃棄の関係が成り立つと思われる。

　また、第5号竪穴式住居跡の実年代であるが、第3層として床面から床面直上まで自然堆積の様相を呈

する堆積が見られ、第1節第6項で述べた降下火山灰が人為堆積による覆土第2層上面に堆積することから、

本住居跡が廃絶した年代は、10世紀前半代（註1）白頭山火山灰降下以前であるがそれから時
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間を大きく隔てない年代と考えられる。このことから、第2・6・7号堅穴式住居跡の3軒については、第5

号堅穴式住居跡が廃絶された後に第5号堅穴式住居跡を埋め戻す際に同時に埋め戻したと考えられる。こ

れら3軒の住居跡からは白頭山火山灰は出土していないが、覆土上面に堆積した火山灰が表土掘り下げの

際に削平されたことも考えられるため、これら3軒の住居跡の廃絶時期が降下火山灰以前かそれ以後かに

ついては不明であるが、4軒の住居跡がほぼ同じ時期に廃絶された可能性は指摘できるであろう。

6．住居構造からみる前後関係との比較

　第4項で述べたように、遺物側の視点から2型→3型→1型の前後関係が明らかになり、第5項で第2・

5・6・7号堅穴式住居跡の接合関係からほぼ同時期の住居跡廃絶が考えられた。このことから、前後関係が

明らかとなった各器種構成を出土する住居跡（1住・3住・5住・8住・9住・14住）の帰属時期が遺物側の

視点からの指摘が可能であると考えられる。

　2型である第8・9堅穴式住居跡の出現が9世紀後半、それと重複するような形で3型である第5・14・1

号堅穴式住居跡が9世紀末～10世紀初頭にかけて出現し、1型が10世紀前半から中頃にかけて出現する。

第1号堅穴式住居跡は器種構成の点から第3号堅穴式住居跡と重複するように時間的幅をもって存続した

と考えられる。

　これら共伴関係の前後関係から、それぞれの器種構成は終期と開始期に重複が伺えることから、各組成

が時間的に連続して変遷していったと考えられる。

　ここで第1節で帰結した結論との整合性を考えてみる。カマドの構造から、地下式の煙道を持つ第8号

竪穴式住居跡は第1節では帰属時期は明らかではないが、本遺跡から検出した住居跡群の中でも比較的古

い位置づけをした。また、第2・5・11・13号堅穴式住居跡については過去の報告例を参考とした柱穴配置

及び白頭山火山灰の存在から、9世紀末から10世紀前半の帰属と考えた。これらの前後関係は遺物組成か

らの前後関係とほぼ一致する。ただし、第1節で推定した第5号堅穴式住居跡と第9号堅穴式住居跡の前後

関係が本節とは矛盾することと、第11・13号堅穴式住居跡については、帰属時期を設定しうる資料が床面・

カマドから出土しなかったこと、分類した類型別の実年代を個別に設定できなかったことである程度の時

間幅を持たせたほうが良いであろう。

6．まとめ

　これまで述べた様に住居構造と遺物の共伴関係両面から、住居跡の帰属時期について考察をおこなった

結果、本遺跡は9世紀後半から10世紀中頃にかけて営まれた集落跡と考えられる。しかし同時にいくつか

の問題点も浮上してくる。住居構造からみた場合、同時廃絶の可能性が想定される第2・5・6・7号竪穴式

住居跡のカマド煙道部構造について、近接した時期と考えられる遺構間で差異がみられること、またカマ

ド主軸方位にもバラツキがみられることである。これらは住居構築時期の違い、あるいは住居の機能とし

ての違いから等から派生した差異が考えられるが、いずれの住居跡からも構築時期を考え得る要素となる

遺物を出土していないこと、住居機能を推察させる傍証が無いこと、また第Ⅳ章第2節での土師器胎土分

析結果と、海綿骨針を含む土器群の出土から在地土器を持った集団と、非在地土器を持ちこんだ集団の違

いということも一つの可能性として考えられるため判断できない。

　また、遺物の共伴関係の面から四つの遺物組成を考えることができたが、これらは遺物量の少なさと集
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落跡の一部の調査であることに大きく起因し、今後の資料の増加により再検討されると考えられる。

（沼宮内　陽一郎）

註1　白頭山降下火山灰の降下年代が、町田・福沢（1996）の研究により923～ 24年と推定されている。

第64図　葛野（2）遺跡竪穴式住居跡新旧関係図
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2．土坑の形状区分と焼成遺構の機能について

　土坑の形状区分

　土坑は35基検出した。縄文時代中期から後期、平安時代に帰属すると思われるが、明瞭に遺物が伴う例

が少なく、また降下火山灰も検出しなかったため、時期を特定し得た土坑は少ない。形状を比較すること

により時期区分を試みた（第25表）。

　形状は断面形と深さによって区分し、

ナベ形は壁面が垂直もしくはゆるく外

反するもの、袋状は壁面が内傾するも

の、一部袋状のもの、その他の形状と

に大きく分けた。その結果、深さ1～

40cmにナベ形、41～60cmに一部袋状、

61cm以上に袋状と、深さにまとまりが

認められた。

　袋状としたものは、縄文時代のフラスコ形土坑に断面形・規模が類似する。遺物の出土から時期を特定

できた土坑は第29号土坑で、後期に帰属する。第33・45～47号土坑は深さ・断面形の類似から同時期に

想定できる。しかしながら、第16号土坑は浅く、覆土からは土師器片が出土している。また第22号土坑

は深く掘りこまれるものの、フラスコ形土坑にみられる頸部のくびれが認められず、円筒形に近似する断

面形である。いずれも検出状況からフラスコ形土坑の構築を目的として掘り込まれたものではなく、単に

崩落によって壁が内傾した可能性も考えられ、遺物・位置関係から縄文時代よりも平安時代に帰属時期を

想定し、縄文時代のフラスコ形土坑と区分される可能性がある。

　ナベ形としたものの中には、平面形が長方形と楕円形のものが認められる。長方形のものは、住居付近

に位置する傾向が認められ、楕円形のものは土坑集中区にまとまりをもつ。長方形を呈する第39・40号土

坑からは土師器が、楕円形を呈する第11号土坑からは縄文式土器が出土している。平面形・位置により、

深く掘り込まれないナベ形土坑内での時期の違いがあると考えられる。

　一部袋状としたものは形状の比較において顕著な差異が認められず、どの時代に帰属するかはあいまい

である。底面から開口部にかけての傾斜から、構築時にフラスコ形を意識して掘り込まれたとは考えられ

ず、部分的に壁が崩落したため内傾したと考えられる。ナベ形の土坑と同様に平面形・位置からの時期差

は考えられるが、明確な判断はし得ない。

　形状区分の結果、明確な時期分けはできない。が、断面形が浅いナベ形で方形の平面形を呈する土坑は

平安時代に、やや深さがあり平面形が楕円形を呈するものや断面形がフラスコ形を呈する土坑は縄文時代

に帰属する可能性は高い。

焼成遺構の機能

　第7号土坑から多量の炭化物が出土したことから、炭化物が出土した他の土抗と比較した（第26表）。第

7号土坑は他の5基に比べ、炭化物を多量に含み、壁・底面に被熱による赤色変化した部分の散在が認めら

れる。土坑の位置にも若干の差異が認められ、住居跡集中区からやや離れた場所に位置する。

　青森市内の遺跡の類似例と比較してみると、新町野・野木遺跡（青森県教委　1998）では焼成遺構が

深さ(cm) ナベ形 袋　　状 一部袋状 そ　の　他 計

3．4．10.14．

1～20 26.27.40 7

1．7．11.13．16． 2. 23（溝状).
21～40 24.28.39.41． 11

15.19.44． 6.20.48. 38（不整形).

41～60 7

22.45.46． 5.21.

61～80 5

29.33.47 30（円筒形).
81cm以上 32（不整形). 5

計 18 7 6 4 35

第25表　形状別土坑一覧

註　数字は土坑番号。深さは確認面からの計測値
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散在し、本遺跡内の土坑と住居跡との位置関係に類似性が認められる。野木遺跡・第1号堅穴遺構（青森

市教委　1998）は、『古代の土師器生産と焼成遺構』（木立　1997）で定義づけされている土師器焼成坑を

想定している。本土坑では灰・赤褐色土の塊・土器焼成の痕跡を残す遺物が出土せず、形状は類似するが

土師器焼成坑としての機能は特定し難い。平成8年度葛野（2）遺跡第5号土坑（青森市教委1997）では天

蓋部をもつ窯跡の可能性を想定しているが、天蓋部の痕跡が出土していないこと、焼土化した部分が底面

に散在すること、土坑の形状が異なることから窯跡とも考えられない。また炭化材を原位置で検出したこ

とから製炭機能が考えられるが、底面の焼土が偏在せず、青灰色変化も認められない。

　類似例と比較した結果、形状・遺物・痕跡から土師器焼成か製炭かどちらかの機能が考えられるが、決

定的な根拠にかけ、判断し難い。しかし本土坑内で焼成が行われたことは確実であり、集落内での生産行

為があったことを窺わせる。

弥生時代後期の土器（Ⅱ群3類土器）について

　今回の調査では、前回の調査（平成8年度）で出土しなかった縄文時代中期・晩期・弥生時代に属する

土器が出土した。しかしながら、主体となる土師器とは出土量に隔たりがあり、器形を復元し得た土器は

1個体という状況である。分類するに当たっては器形分類は行わず、対応するであろう時期・型式の記述に

止めた。ここではⅡ群3類土器について記述する。

　Ⅱ群3類土器は弥生時代後期と続縄文時代に帰属する土器群である。第54図3・7～10は口縁部と胴部

に2種類の単軸絡条体が回転施文される。胴部には縦位方向にL単軸絡条体第1類が、口縁部には横位方向

に、平賀町鳥海山遺跡Ⅰ群5類土器にみられる「絡条体回転文の土器で、軸棒に絡げる撚り紐の絡げ方が

特異な絡条体回転文」が施される。東北南部の天王山式に比定でき、弥生時代終末に帰属する。第54図2・

第57図26は微隆起線と帯縄文が施される土器で、北海道続縄文時代に帰属する。三角形の断面となる微

隆起線文が特徴として上げられる。後北C1式に比定できる。上記の土器には共伴する可能性が考えられる

が、数点の出土で層位的な根拠などに不足し、決定的な判断はし難い。

　本遺跡から出土した土器の時期は、縄文時代前期末から弥生時代終末期を経て平安時代に至る。途中断

絶はするものの、継続して人間が活動した痕跡が認められる。東北地方北部では、弥生時代に東北地方南

部の天王山式土器文化の影響と北海道の後北式土器文化の進出がいわれている。本遺跡でもかすかな痕跡

からではあるが同様な傾向が認められると考える。

（蝦名　純）

観察項目 14土 15土 28土 40土 7土 平成8年度第5号土坑

平面形 長方形 円形 長方形 長方形 長方形 不整円形

規�模 128㎝(長辺) 134㎝(直径) 110㎝(長辺) 110㎝(長辺) 164㎝(長辺) 171×150㎝

深さ(㎝) 8㎝ 48㎝ 28㎝ 5㎝ 28㎝ 28㎝

炭化物・粒 粒多量 材少量　部分 粒多量 物少量　部分 物　土坑全面に遺存 多量　焼土塊

被熱痕跡 無 無 無 無 壁・底面に散在 北側の底面に偏在

遺�物 無 土師器少量 無 土師器片 無 土師器・羽口

時�期 不明 平安時代 不明 平安時代 不明 平安時代

他の遺構 2住と6住の ８住より15m ２住より５m 11住より６m ５住より22m北のゆる 住居より8.8m北の平

との位置 中間の平坦地 南東の斜面上 東の平坦地 南の斜面上 やかな斜面上中間に 坦地

関係 土坑群が位置する。

第26表　炭化材・物検出土坑

註　平面形・規模は開口部計測値。　



-�121�-

ま　と　め

　葛野（2）遺跡は、八甲田山から延びる台地の標高65m付近の裾野に立地している。この台地はここ数年

の分布調査等により新規登録遺跡が増加した地域であり、本遺跡も平成5年度に当教育委員会が実施した

市内遺跡詳細分布調査事業により新規登録となった遺跡である。

　本調査は、県営高田地区農免農道事業に先立つ発掘調査であり、今年度実施した発掘調査は平成8年度

に続いて第2年次となる。

　今年度の調査では堅穴式住居跡16軒、堅穴遺構1基、土坑35基、ピット2基を検出し、土師器を始めと

する歴史時代の土器を主体として、縄文式土器、弥生式土器、石器、羽口、鉄製品、土製品等が出土した。

　遺構の帰属時期については、堅穴式住居跡・堅穴遺構が平安時代（9世紀後半～10世紀中頃）、土坑・ピッ

トについて時期を比定できたものは、縄文時代後期、平安時代（9世紀後半～10世紀中頃）である。平成

8年度刊行の報告では縄文時代と平安時代が報告されていたが、今回の調査により弥生時代の遺物が出土し

たことは、当該時期の周知の遺跡の報告が少ない本市においては非常に興味深い事例である。

　遺構の検出状況としては、平成8年度調査区域に相当する緩やかに北方向へ下る平坦地からの検出、そ

こから約80m離れた丘陵地の平坦部分からの検出、さらに比高差約3mの谷地形2カ所を含む南西方向に向

かい傾斜する二つの斜面からの概ね4区域から検出したといえる。この様な検出状況から集落跡の北東側

への展開はほぼ確実であると考えられる。

　本遺跡の性格については、それを明確に体現し得ないまでも、生産行為を伺わせる第7号土坑をはじめ、

遺構外からまとまって出土した多量の鉄滓など、集落内での生産活動を示唆する遺構・遺物が出土してい

る。

　最後となったが、調査から本書刊行に至るまで、ご指導ご協力を賜った多くの方々、並びに調査区設定

等種々の協議に好意的な対応をいただいた、委託者である東青農村整備事務所に対し、改めて感謝の意を

表する次第である。

（担当者一同）
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遺　跡　近　景 作　業　風　景

基　本　土　層 鉄滓出土状況　X-72・73　W→

第1号竪穴式住居跡東西セクション　N→ 第1号竪穴式住居跡炭化物出土状況　N→

第1号竪穴式住居跡炭化材出土状況　N→ 第1号竪穴式住居跡カマドAセクション　N→

写真1　調査状況・竪穴式住居跡
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第2号竪穴式住居跡東西セクション　N→ 第2号竪穴式住居跡完掘　N→

第2号竪穴式住居跡カマド完掘　N→ 第3号竪穴式住居跡南北セクション　W→

第3号竪穴式住居跡カマドセクション　N→ 第3号竪穴式住居跡カマドセクション　W→

第5号竪穴式住居跡東西セクション　N→ 第5号竪穴式住居跡遺物出土状況

写真2　竪穴式住居跡
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第5号竪穴式住居跡遺物出土状況　N→ 第5号竪穴式住居跡完掘　N→

第5号竪穴式住居跡カマドセクション　N→ 第5号竪穴式住居跡南北セクション　N→

第3号竪穴式住居跡カマド完掘　N→ 第6号竪穴式住居跡東西セクション　N→

第6号竪穴式住居跡完掘　N→ 第6号竪穴式住居跡カマドセクション　N→

写真3　竪穴式住居跡
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第7号竪穴式住居跡完掘　N→ 第7号竪穴式住居跡カマドセクション　W→

第7号竪穴式住居跡カマド遺物出土状況　N→ 第8号竪穴式住居跡完掘　N→

第8号竪穴式住居跡カマドセクション　N→ 第8号竪穴式住居跡カマド完掘　N→

第9号竪穴式住居跡火山灰出土状況　N→ 第9号竪穴式住居跡遺物出土状況

写真4　竪穴式住居跡
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第9号竪穴式住居跡完掘　N→ 第9号竪穴式住居跡カマド完掘　N→

第11号竪穴式住居跡礫出土状況　N→ 第11号竪穴式住居跡完掘　N→

第12号竪穴式住居跡南北セクション　E→ 第13号竪穴式住居跡完掘　N→

第14号竪穴式住居跡完掘　N→ 第14号竪穴式住居跡カマド遺物出土状況　N→

写真5　竪穴式住居跡
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第15号竪穴式住居跡東西セクション　N→ 第15号竪穴式住居跡炭化物出土状況　N→

第15号竪穴式住居跡完掘　N→ 第16号竪穴式住居跡東西セクション　S→

第16号竪穴式住居跡完掘　N→ 第16号竪穴式住居跡カマド検出状況　N→

第15号竪穴式住居跡東西セクション　N→ 第1号竪穴遺構完掘　S→

写真6　竪穴式住居跡・竪穴遺構
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写真7　土　　　坑

第1号土坑セクション　S→ 第1号土坑完掘　N→

第2号土坑セクション　W→ 第2号土坑完掘　S→

第3・27号土坑セクション　E→ 第3・27号土坑，第1号ピット完掘　E→

第4号土坑セクション　S→ 第4号土坑完掘　S→
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第5号土坑セクション　S→ 第6号土坑セクション　W→

第5・6号土坑完掘　W→ 第7号土坑確認　W→

第7号土坑セクション　N→ 第7号土坑完掘　W→

第10号土坑完掘　S→ 第11号土坑完掘　S→

写真8　土　　　坑
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第13号土坑セクション　S→ 第13号土坑完掘　S→

第14号土坑炭化物出土状況　S→ 第15号土坑炭化物出土状況　S→

第15号土坑セクション　S→ 第16号土坑完掘　W→

第16号土坑セクション　S→ 第16号土坑完掘　N→

写真9　土　　　坑
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第19号土坑セクション　S→ 第19号土坑完掘　E→

第20号土坑セクション　W→ 第20号土坑完掘　W→

第21号土坑セクション　S→ 第21号土坑完掘　E→　

第22号土坑セクション　S→ 第22号土坑完掘　E→

写真10　土　　　坑
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第23号土坑セクション　W→ 第23号土坑完掘　W→

第24号土坑セクション　W→ 第24号土坑完掘　S→

第26号土坑セクション　S→ 第26号土坑完掘　W→

第28号土坑セクション　E→ 第28号土坑完掘　S→

写真11　土　　　坑
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第29号土坑セクション　S→ 第29号土坑完掘　E→

第30号土坑セクション　N→ 第32号土坑完掘　S→

第33号土坑セクション　S→ 第33号土坑完掘　W→

第38号土坑セクション　E→ 第38号土坑完掘　S→

写真12　土　　　坑
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第39号土坑セクション　W→ 第39号土坑完掘　N→

第40号土坑セクション　S→ 第40号土坑炭化物出土状況　W→

第41号土坑セクション　W→ 第41号土坑完掘　N→

第44号土坑セクション　S→ 第44号土坑完掘　W→

写真13　土　　　坑
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第45号土坑セクション　S→ 第45号土坑完掘　S→

第26号土坑セクション　S→ 第46号土坑完掘　S→

第47号土坑セクション　N→ 第47号土坑完掘　N→

第48号土坑セクション　E→ 第48号土坑完掘　W→

写真14　土　　　坑
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写真15　竪穴式住居跡出土遺物（土器・1）
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写真16　竪穴式住居跡出土遺物（土器・2）
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写真17　竪穴式住居跡出土遺物（土器・3）・土坑出土遺物（土器）
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写真18　遺構外出土遺物（土器）・竪穴式住居跡・竪穴遺構・土坑（石器・土製品）
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写真19　竪穴式住居跡・遺構外出土石器
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写真20　竪穴式住居跡出土遺物（羽口・鉄製品・木製品）遺構外出土遺物（鉄滓）
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